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午前９時２５分 委員会開会 

○委員長（田中藤一郎） おはようございます。ただ

いまから文教民生委員会を開会したいと思います。 

 昨日に引き続きましてでありますけれども、今日

はあえてエアコンはつけておりません。皆さんの熱

気で上がっていった場合は、エアコンつけて冷やし

ていきたいなとは思っておりますけれども、できる

限り協議していきながらやっていきたいというふ

うに思っておりますので、ご協力のほう、よろしく

お願いをいたします。（「熱気が出るんだね」と呼

ぶ者あり）よっぽどのことで。（「皆さん次第です」

と呼ぶ者あり） 

 昨日に引き続き一般会計に関する予算及び決算

関係議案につきましては、予算決算委員会に付託さ

れ、当委員会は文教民生分科会として担当部分の審

査を分担することになります。 

 したがいまして、議事の進行は、委員会と分科会

を適宜切り替えて行いますので、ご協力のほどをよ

ろしくお願いをいたします。 

 これより、協議事項（１）番、付託・分担案件の

審査に入ります。 

 審査日程ですが、本日は、昨日で審査の終了した

議案を除いて、当委員会に付託された第７２号議案

から順に審査を行い、その後、分科会審査に切り替

え、第７３号議案及び第９４号議案の令和４年度豊

岡市一般会計補正予算について審査を行います。そ

の後、委員のみで協議事項（２）番、意見・要望の

まとめ以降の協議を行う予定としております。 

 なお、当局出席者についてですが、第７３号議案

からの関係部署は審査時間から出席いただくよう

要請しておりますので、ご了承願います。 

 委員の皆さん、当局の皆さん、説明、質疑、答弁

に当たりましては、くれぐれも要点を押さえて簡潔、

明瞭に行うなど、スムーズな議事進行に格別のご協

力をお願いをいたします。 

 それでは、まず、第７２号議案、豊岡市こども支

援センター設置条例の一部を改正する条例制定に

ついてを議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 和田課長。 

○こども教育課長（和田 晃典） ６７ページをご覧

ください。６７ページ、第７２号議案です。よろし

いでしょうか。 

 豊岡市こども支援センター設置条例の一部を改

正する条例制定について説明申し上げます。 

 本案は、豊岡市こども支援センターの移転に伴い、

その位置を変更しようとするものです。 

 ７０ページをご覧ください。条例案要綱により説

明申し上げます。 

 １、改正の内容は、第２条でこども支援センター

の位置を豊岡市大手町４番５号とすることを定め

ております。 

 なお、この条例は、附則で、令和４年１１月１日

から施行することとしております。 

 ７１ページに新旧対照表を添付しておりますの

で、ご清覧ください。 

 説明は以上です。 

○委員長（田中藤一郎） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（田中藤一郎） 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（田中藤一郎） 討論を打ち切ります。 

 お諮りいたします。本案は、原案どおり可決すべ

きものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（田中藤一郎） ご異議なしと認めます。よ

って、第７２号議案は、原案どおり可決すべきもの

と決定しました。 

 次に、第７４号議案、令和４年度豊岡市国民健康

保険事業特別会計（事業勘定）補正予算（第２号）

を議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 恵後原課長。 

○市民課長（恵後原孝一） それでは、市長提出議案

のほうの１５５ページをご覧ください。 

○委員長（田中藤一郎） ちょっと待ってください。
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はい、どうぞ。 

○市民課長（恵後原孝一） 第７４号議案、令和４年

度豊岡市国民健康保険事業特別会計（事業勘定）補

正予算（第２号）につきましてご説明をいたします。 

 本案は、第１条で歳入歳出予算の総額に歳入歳出

それぞれ２，０４１万２，０００円を追加し、予算

の総額を９０億４，６９０万２，０００円とするも

のです。 

 主な内容につきましては、事項別明細書でご説明

いたしますので、１６６ページ、１６７ページをご

覧ください。 

 まず、歳出ですけれども、人件費のほうにつきま

しては、上の枠の１行目、一般管理費の人件費２８

０万６，０００円及び、その下の太枠です、保健衛

生普及費の人件費１万円のそれぞれの減額並びに

その下の太枠の特定健診事業費の人件費２５３万

１，０００円の増額につきましては、いずれも人件

費の調整によるものです。 

 次に、人件費以外のものについてご説明させてい

ただきます。上の太枠の下から３行目、一般管理費

１６万５，０００円の増額につきましては、国保税

における未就学児均等割の５割軽減対応に伴う補

助金申請等で利用しております国保情報データシ

ステムの改修業務に係る委託料でございます。 

 次ページの２つ目の太枠、基金積立金１，３１０

万９，０００円の増額につきましては、令和３年度

の決算の確定に伴い、繰越金から償還金や繰出金等

を差し引いた後の剰余金を財政調整基金のほうに

積み立てるものでございます。 

 その下の太枠、諸支出金の償還金２１５万６，０

００円とその下の太枠、繰出金５２６万７，０００

円の増額につきましては、令和３年度の決算の確定

に伴いまして、過大交付を受けました特定健診負担

金、一般会計繰入金を返還精算するものでございま

す。 

 続いて、歳入をご説明させていただきます。１６

４ページ、１６５ページに戻ってください。歳入の

内訳ですが、国民健康保険税２５３万１，０００円

の増額は、歳出の特定健診事業費の増額に対応して

補正するものでございます。その下の太枠、県補助

金１６万５，０００円の増額は、一般管理費のシス

テム改修費に対応する特別調整交付金の増額です。

その下の太枠、一般会計繰入金の２８１万６，００

０円の減額は、一般管理費の職員給与費等の減額に

対応するものです。また、その下の繰越金は、令和

３年度決算の確定に伴うものです。 

 説明は以上です。 

○委員長（田中藤一郎） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） 先ほどの１，３００万円強、

財調に積み立てるということで、総額何ぼになった、

何ぼになるんですか、財調基金は。 

○市民課長（恵後原孝一） 今現在という、この予算

後。 

○委員（福田 嗣久） はい、これを寄せて。 

○市民課長（恵後原孝一） 約３２億円になります。 

○委員（福田 嗣久） ３２、そんなあらへんわな。 

○市民課長（恵後原孝一） 失礼しました。 

○委員（福田 嗣久） そんなようけあったかな。 

○委員長（田中藤一郎） 恵後原課長。 

○市民課長（恵後原孝一） 失礼しました。約３億２，

０００万円になります。 

○委員長（田中藤一郎） 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） 了解しました。 

○委員長（田中藤一郎） そのほかございませんか。

ない、ないですね。 

 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（田中藤一郎） 討論を打ち切ります。 

 お諮りいたします。本案は、原案どおり可決すべ

きものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（田中藤一郎） ご異議なしと認めます。よ

って、第７４号議案は、原案どおり可決すべきもの

と決定しました。 

 次に、第７５号議案、令和４年度豊岡市国民健康
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保険事業特別会計（直診勘定）補正予算（第１号）

を議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 宮本課長。 

○健康増進課長（宮本 和幸） それでは、１７３ペ

ージをお願いします。 

○委員長（田中藤一郎） はい、どうぞ。 

○健康増進課長（宮本 和幸） 第７５号議案、令和

４年度豊岡市国民健康保険事業特別会計（直診勘

定）補正予算（第１号）についてご説明いたします。 

 本案は、第１条で、歳入歳出予算の総額に歳入歳

出それぞれ２，６３４万２，０００円を追加し、総

額をそれぞれ１億９８７万８，０００円とするもの

です。 

 主な内容について事項別明細書でご説明いたし

ますので、１８５ページをお願いします。 

○委員長（田中藤一郎） はい。 

○健康増進課長（宮本 和幸） まず、歳出について

ですが、１枠目の説明欄、人件費については、会計

年度任用職員の関係によります手当の調整等に伴

う所要額の補正です。 

 その枠の下から４つ目です。一般管理費１，８７

５万６，０００円については、資母認定こども園と

資母診療所の用地を買収するために、一般会計の民

生費に配当された予算について、今回、資母診療所

分を直診勘定に組み替えるための補正になります。 

 また、一般会計繰出金の補正は、令和３年度決算

剰余金の確定に伴い、一般会計に繰り出すものです。 

 戻っていただいて、１８３ページをお願いします。

歳入についてですが、１枠目の繰入金の補正は、先

ほど歳出で説明しました資母診療所用地を買収す

るためのもので、次の２枠目の前年度繰越金の補正

については、令和３年度決算剰余金の確定に伴う繰

越金によるものです。 

 説明は以上です。 

○委員長（田中藤一郎） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

 上田委員。 

○委員（上田 伴子） ちょっとよく分からないので

教えてください。土地購入費の、１８５ページ、土

地購入費のことですけども、資母認定こども園と資

母診療所の土地を購入するためっていうお話、これ、

この直診勘定で資母認定こども園の土地を購入と

いうのは、資母診療所に関係があるということなん

でしょうか。 

○委員長（田中藤一郎） 宮本課長。 

○健康増進課長（宮本 和幸） はい、認定こども園

と資母診療所の用地を買収するために、一般会計に

両方ともあったんですが、今回は診療所分について

こちらの直診勘定に組み替えるということです。で

すので、認定こども園のほうは一般会計のほうで、

診療所分についてはこちらのほうで買収するとい

うことになります。以上です。 

○委員長（田中藤一郎） 上田委員。 

○委員（上田 伴子） このように診療所なんかで、

豊岡市の土地じゃないとこってほかにもあるんで

しょうか。 

○委員長（田中藤一郎） 宮本課長。 

○健康増進課長（宮本 和幸） ほかの診療所分につ

いてちょっと把握はしてないんですが、今回、資母

のほうについては借り上げしてましたんで、認定こ

ども園も買収ということなので、同じというか、隣

接してますので買収しようということですが、ほか

の診療所は借り上げ料は払ってませんので、ほかは

ないです。以上です。 

○委員長（田中藤一郎） 上田委員、大丈夫ですか。 

○委員（上田 伴子） はい、大丈夫です。 

○委員長（田中藤一郎） そのほか。 

 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） 今の資母診療所と認定こども

園の用地ですけども、この１，８７３万４，０００

円というのは、平米幾らで買上げになるんですか。 

○委員長（田中藤一郎） 宮本課長。 

○委員（福田 嗣久） 合わせてでかまへんけんな。 

○健康増進課長（宮本 和幸） すみません、ちょっ

と計算して、また回答させていただきたいと思いま

す。 

○委員長（田中藤一郎） なら、後からお願いします。 
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 そのほかございませんか。 

 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） 市民生活部長のほうにちょっ

と聞きたいんだけど、この売買事例が要するに土地

評価のあれにはなるんですね。土地評価、評価額で

買われてるんだろうけれども。 

○委員長（田中藤一郎） 部長。 

○市民生活部長（瀧下 貴也） 基本的に売買契約す

る前には恐らく、鑑定のほうを取られておると思う

んですけども、その鑑定というのが豊岡市の固定資

産等々をずっと評価いただいてます先生のほうで

していただいてますので、基本的には固定資産税や

相続税路線価の単価から引っ張ってきてますので、

基本、固定資産税の課税の基となる価格での買上げ

というふうに思われます。 

○委員（福田 嗣久） はい、分かりました。 

○委員長（田中藤一郎） 宮本課長。 

○健康増進課長（宮本 和幸） まだ今は確定してま

せんので、概算にはなりますが、平米当たりでいく

と約１万５００円くらいになります。 

○委員（福田 嗣久） １万５００円、平米がね。 

○健康増進課長（宮本 和幸） はい、平米です。 

○委員長（田中藤一郎） ちょっと待ってください。

今、元財政、参事がちょっと計算してますので。 

○委員（福田 嗣久） いや、概算でもええんだけど。

（「あとは、まあ進めてください」と呼ぶ者あり） 

（「計算し直しとんなるか」と呼ぶ者あり） 

○委員長（田中藤一郎）  そのほかございませんか。 

 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（田中藤一郎） 討論を打ち切ります。 

 お諮りします。本案は、原案どおり可決すべきも

のと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（田中藤一郎） ご異議なしと認めます。よ

って、第７５号議案は、原案どおり可決すべきもの

と決定しました。 

 次に、第７６号議案、令和４年度豊岡市後期高齢

者医療事業特別会計補正予算（第１号）を議題とい

たします。 

 当局の説明を求めます。 

 恵後原課長。 

○市民課長（恵後原孝一） すみません、先ほど、失

礼しました。第７６号議案の説明に入ります前に、

先ほど福田委員のほうから質問がありました分で、

大変申し訳ないです、誤りがありましたので、まず

先に、訂正をさせてください。（「３２億円でもえ

えで」と呼ぶ者あり）はい、失礼しました。 

 第７４号議案のほうの国民健康保険特別会計の

財政調整基金の残額のほうですけれども、今回の補

正を受けまして、５２億、失礼しました、５億２，

０８１万２，７０６円になります。（「５億２，０

００万円ね」と呼ぶ者あり）大変申し訳ございませ

んでした。 ２，０００万円しか合ってませんでし

た。失礼しました。 

○委員長（福田 嗣久） えらい多いなってびっくり

しとっただけど。 

○委員長（田中藤一郎） はい、どうぞ、続けて。 

○市民課長（恵後原孝一） 続きまして、第７６号議

案に移ります。１８９ページをご覧ください。１８

９ページです。 

○委員長（田中藤一郎） はい、どうぞ。 

○市民課長（恵後原孝一） 第７６号議案、令和４年

度豊岡市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第

１号）についてご説明をさせていただきます。 

 本案は、第１条で、歳入歳出予算の総額に歳入歳

出それぞれ２，２８３万２，０００円を追加し、予

算の総額を１３億４，７５８万６，０００円とする

ものです。 

 主な内容につきましては、事項別明細書でご説明

いたしますので、２００ページ、２０１ページをご

覧ください。 

○委員長（田中藤一郎） はい、どうぞ。 

○市民課長（恵後原孝一） まず、歳出です。上の枠

の一般管理費５５４万２，０００円の減額は、人件

費の調整によるものです。 

 次の枠の後期高齢者医療広域連合納付金２，７４
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７万９，０００円の増額は、令和３年度に出納整理

期間中に収入いたしました保険料の精算で、広域連

合へ納付を行うためのものです。 

 その下の繰出金８９万５，０００円の増額は、令

和３年度の決算確定により、一般会計繰出金を精算

するものです。 

 １枚戻っていただきまして、１９８ページ、１９

９ページをご覧ください。歳入ですが、一般会計繰

入金５５４万２，０００円の減額は、人件費に係る

ものです。 

 その下の繰越金２，８３７万４，０００円の増額

は、令和３年度決算確定に伴うものです。 

 説明は以上です。 

○委員長（田中藤一郎） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（田中藤一郎） 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（田中藤一郎） 討論を打ち切ります。 

 お諮りいたします。本案は、原案どおり可決すべ

きものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（田中藤一郎） ご異議なしと認めます。よ

って、第７６号議案は、原案どおり可決すべきもの

と決定しました。 

 次に、第７７号議案、令和４年度豊岡市介護保険

事業特別会計補正予算（第３号）を議題とします。 

 当局の説明を求めます。 

 定元課長。 

○高年介護課長（定元 秀之） ２０５ページをご覧

ください。 

○委員長（田中藤一郎） はい、どうぞ。 

○高年介護課長（定元 秀之） 第７７号議案、令和

４年度豊岡市介護保険事業特別会計補正予算（第３

号）についてご説明いたします。 

 本案は、第１条で、歳入歳出の予算の総額に歳入

歳出それぞれ３億７，４０１万６，０００円を追加

し、総額をそれぞれ１０４億１，０４７万４，００

０円とするものです。 

 主な内容について、事項別明細書でご説明いたし

ますので、２１６、２１７ページをご覧ください。 

 まず、歳出ですが、上段の表、一般管理費４４４

万５，０００円の増額、中段の表、一般介護予防事

業費１８万７，０００円の減額及び下段の表から２

１８、２１９ページ、上段の表にわたります任意事

業費９４万７，０００円の減額は、人件費の調整に

よるものであります。 

 続いて、２１８、２１９ページの中段の表、介護

給付費準備基金積立金１億６，６３６万５，０００

円の増額は、令和３年度繰越金から国県負担金等の

精算による返納金及び一般会計繰出金を控除した

残額を介護給付費準備基金へ積み立てるものであ

ります。また、下段の表、償還金１億５，２５６万

１，０００円の増額は、令和３年度の保険給付費等

の確定に伴う国県負担金等への精算による返納金

であります。 

 続いて、２２０、２２１ページをご覧ください。

一般会計繰出金５，１７７万９，０００円の増額は、

令和３年度の決算が確定したことにより、３年度の

一般会計繰入金を精算した結果、返納金が発生しま

したので、一般会計へ繰り出すものであります。 

 次に、歳入です。戻っていただいて、２１４、２

１５ページをご覧ください。上段の表、一般会計繰

入金３３１万１，０００円の増額は、先ほど歳出で

説明しました人件費の調整の補正に対応するもの

です。また、その下の表、繰越金３億７，０７０万

５，０００円の増額は、令和３年度決算の確定に伴

うものです。 

 説明は以上です。 

○委員長（田中藤一郎） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（田中藤一郎） 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（田中藤一郎） 討論を打ち切ります。 

 お諮りいたします。本案は、原案どおり可決すべ
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きものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（田中藤一郎） ご異議なしと認めます。よ

って、第７７号議案は、原案どおり可決すべきもの

と決定しました。 

 次に、第７８号議案、令和４年度豊岡市診療所事

業特別会計補正予算（第２号）を議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 宮本課長。 

○健康増進課長（宮本 和幸） それでは、２２５ペ

ージをお願いします。２２５ページになります。 

○委員長（田中藤一郎） はい、どうぞ。 

○健康増進課長（宮本 和幸） 第７８号議案、令和

４年度豊岡市診療所事業特別会計補正予算（第２

号）についてご説明いたします。 

 本案は、第１条で、歳入歳出予算の総額に歳入歳

出それぞれ１，８８２万３，０００円を追加し、総

額をそれぞれ２億９，８４５万７，０００円とする

ものです。 

 主な内容について、事項別明細書でご説明いたし

ますので、２３７ページをお願いします。 

○委員長（田中藤一郎） はい、どうぞ。 

○健康増進課長（宮本 和幸） まず、歳出について

ですが、１款の休日急病診療所費から４款、高橋診

療所費の補正は、昇給、昇格等の確定による手当の

調整等に伴う賞与額の補正によるものです。 

 次に、２３９ページをお願いします。 

○委員長（田中藤一郎） はい、どうぞ。 

○健康増進課長（宮本 和幸） 一般会計繰出金の補

正は、令和３年度決算剰余金の確定に伴い、一般会

計へ繰り出すものです。 

 戻っていただいて、２３５ページをお願いします。 

○委員長（田中藤一郎） はい、どうぞ。 

○健康増進課長（宮本 和幸） 歳入についてですが、

１款の休日急病診療所収入から４款の高橋診療所

費収入の繰入金の補正については、先ほど歳出で説

明しました人件費の補正に伴う一般会計からの繰

入金になります。また、６款の繰越金の補正は、令

和３年度決算剰余金の確定に伴うものです。 

 説明は以上です。 

○委員長（田中藤一郎） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（田中藤一郎） 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（田中藤一郎） 討論を打ち切ります。 

 お諮りいたします。本案は、原案どおり可決すべ

きものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（田中藤一郎） ご異議なしと認めます。よ

って、第７８号議案は、原案どおり可決すべきもの

と決定しました。 

次に、第７９号議案、令和４年度豊岡市霊苑事業特

別会計補正予算（第１号）を議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 成田課長。 

○生活環境課長（成田 和博） ２４３ページをご覧

ください。 

○委員長（田中藤一郎） はい、どうぞ。 

○生活環境課長（成田 和博） 第７９号議案、令和

４年度豊岡市霊苑事業特別会計補正予算（第１号）

についてご説明いたします。 

 本案は、第１条で、歳入歳出予算の総額に歳入歳

出それぞれ９０１万５，０００円を追加し、予算の

総額を１，７２６万１，０００円とするものです。 

 歳入歳出補正予算の内容につきましては、事項別

明細によりご説明いたします。 

 まずは、歳出です。２５４、２５５ページをご覧

ください。前年度繰越金が確定したことに伴い、基

金積立金として９０１万５，０００円を霊苑整備基

金へ積み立てようとするものです。 

 続きまして、歳入です。２５２、２５３ページを

ご覧ください。令和３年度の決算額の確定により、

繰越金９０１万５，０００円を計上しています。 

 説明は以上です。 

○委員長（田中藤一郎） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 
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 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） 直接関係はないかも分かりま

せんけれども、この霊苑、西霊苑、東霊苑ですね、

新しいほう。最近墓じまいで増える要素はあるんか

な、あるいは減ってきてるんですか。どんな感じで

すか。 

○委員長（田中藤一郎） 成田課長。 

○生活環境課長（成田 和博） 東霊苑ですね、東霊

苑につきましては……。 

○委員（福田 嗣久） 新しいほう、市場のほう。 

○生活環境課長（成田 和博） 市場のほうです、は

い、については、あまり返還というケースはないで

す。私がここに来てから１回ありました。１回あり

ましたけど、それは半年以内にもうやっぱり買うの

やめるわということで返還した事例がありました

が、西霊苑、高屋のほうにつきましては、毎年、使

用許可を出す以上に墓じまい、返還が多い状況です。

なので、空き状況はどんどん西霊苑は増えていって

るような状況です。以上です。 

○委員（福田 嗣久） はい、分かりました、よろし

い。 

○委員長（田中藤一郎） そのほかございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（田中藤一郎） 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（田中藤一郎） 討論を打ち切ります。 

 お諮りいたします。本案は、原案どおり可決すべ

きものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（田中藤一郎） ご異議なしと認めます。よ

って、第７９号議案は、原案どおり可決すべきもの

と決定しました。 

 次に、第８０号議案、令和４年度豊岡市太陽光発

電事業特別会計補正予算（第１号）を議題といたし

ます。 

 当局の説明を求めます。 

 成田課長。 

○生活環境課長（成田 和博） ２５７ページをご覧

ください。第８０号議案、令和４年度豊岡市太陽光

発電事業特別会計補正予算（第１号）についてご説

明いたします。 

 本案は、第１条で、歳入歳出予算の総額に歳入歳

出それぞれ６０５万６，０００円を追加し、予算の

総額を１億１，４１６万４，０００円とするもので

す。 

 歳入歳出補正予算の内容につきましては、事項別

明細書によりご説明いたします。 

 まずは、歳出です。２６８、２６９ページをご覧

ください。前年度繰越金が確定したことに伴い、総

務費の基金積立金を１１４万７，０００円、諸支出

金の一般会計繰出金を４９０万９，０００円増額す

るものでございます。 

 続きまして、歳入です。２６６、２６７ページを

ご覧ください。令和３年度の決算額の確定により、

繰越金６０５万６，０００円を計上しています。 

 説明は以上です。 

○委員長（田中藤一郎） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） これ、ばくっとした話ですけ

ども、この太陽光の事業は利益も出てると思うんで

すけれども、基本的に昨日おっしゃった、２０５０

年に向けてのＣＯ２排出ゼロに向けてという大きな

命題があるんでしょうけれども、この基金のお金を

どういうふうに生かそうとしとんなるんか、ちょっ

とその辺を聞かせて。 

○委員長（田中藤一郎） 成田課長。 

○生活環境課長（成田 和博） まず、基本的には基

金に積み立てますのは大規模改修に充てる費用と、

それから、最終的な撤去に充てる費用ということで

積立てを行っています。 

 一部ちょっと例外的に但馬空港の発電所に関し

ては、収益をそのままここに今積み立ててるような

状況です。といいますのが、あそこ、無償で兵庫県

のほうからお借りしてるんですけども、これに関し

ては、将来的に撤去してお返しするときに若干の借

地料を払ったほうがいいんじゃないかというよう
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なことがこれまでずっと議論があるんですけども、

そのときのために積んでるものがありますので、そ

れは今のところ積み続けているような状況です。あ

とは、先ほど申し上げた大規模改修と撤去費という

ことで積み立てています。以上です。 

○委員長（田中藤一郎） 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） 方向性は分かりましたけども、

大規模改修と撤去費用だけでは芸がないような気

がして、今言ったように大きな命題が降りかかっと

るんで、そういったことに生かしていくようなこと

を考えなんちゃうかなと思って今聞いとったんで

すけども。 

○委員長（田中藤一郎） 成田課長。 

○生活環境課長（成田 和博） それとは別に、積み

立ててるのと別に、一般会計のほうに繰り出しを行

ってます。一般会計の繰り出しで環境政策事業です

とか、例えば防犯灯のＬＥＤ化、太陽光パネルの設

置補助、そういったものに予算を充ててますので、

そういったことでご理解いただけたらと思います。

以上です。 

○委員（福田 嗣久） はい、分かりました、理解で

きましたんで。しっかりと目標に向かって、これは

市民一人一人も頑張っていかんなんので、よろしく

お願いしたいと思います。以上です。 

○委員長（田中藤一郎） なら、よろしいですか。 

 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（田中藤一郎） 討論を打ち切ります。 

 お諮りいたします。本案は、原案どおり可決すべ

きものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（田中藤一郎） ご異議なしと認めます。よ

って、第８０号議案は、原案どおり可決すべきもの

と決定しました。 

 ここで委員会を暫時休憩します。 

午前１０時００分 委員会休憩 

──────────────────── 

午前１０時００分 委員会再開 

○委員長（田中藤一郎） 委員会を再開します。 

 もう一度お願いします。 

○委員（上田 伴子） ごめんなさいね、過ぎたとき、

閉まったところで。７２号議案で、こども支援セン

ターの移転のところがあったんですけれども、今の

支援センター、福祉会館の３階にあるのと、それか

ら、今度アイティの７階に行くのとで、広さ的とか、

それから人員的にどんな、どういうんですか、その

ままの広さ、人員が確保されるのか、人員的には充

実されるのかというとこら辺、すみません、少しお

願いします。すみません、過ぎたことなのに、申し

訳ない。 

○委員長（田中藤一郎） はい、どうぞ。 

○こども教育課参事（惠後原博美） 広さ的には今の

福祉センターよりは少し大きくなります。ちょっと

手元に平米数は持っておりませんので、また、そこ

は後日お知らせしたいと思います。 

 それから、人員に対しましては、今、全ての職員

を合わせまして１９名おりまして、そのままの人数

で行かせていただきたいと思っております。以上で

す。 

○委員（上田 伴子） はい、分かりました。すみま

せん、じゃあ、図面、すみません、お願いします。 

○委員長（田中藤一郎） 皆さん、必要ですか。なら、

皆さんの分もお願いします。 

 よろしいですか。 

 それでは暫時休憩します。１０時１０分まで。 

   午前１０時０２分 委員会休憩 

──────────────────── 

   午前１０時０９分 分科会開会 

○分科会長（田中藤一郎） ただいまより文教民生分

科会を開会します。 

 次に、第７３号議案、令和４年度豊岡市一般会計

補正予算（第５号）を議題といたします。 

 当局の説明は、組織順の課単位で、歳出、続いて、

所管に係る歳入等の順に一気に説明をお願いしま

す。 

 質疑は、全ての部署の説明が終わった後、一括し

て行います。 
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 それでは、組織順に、地域コミュニティ振興部か

ら順次説明をお願いします。 

 旭課長。 

○生涯学習課長（旭  和則） それでは、令和４年

度一般会計補正予算（第５号）についてご説明をい

たします。 

 まず、歳出からご説明をいたします。議案書は９

３ページをお願いいたします。 

それでは、説明欄一番下の枠でございます、２つ

目、基金管理費、財政調整基金積立金のうち１６７

万円は、子どもたちが豊岡で世界と出会う音楽祭に

対して頂いた市民の皆さんからの寄附金です。 

 続きまして、１３３ページをお願いいたします。 

 説明欄、大きな枠の上から２つ目でございます、一

番下、図書館管理費の修繕料１２万３，０００円は、

図書館の２階展示ホール及び１階事務室の排煙窓

の不具合を修繕するためのものでございます。 

 同じく１３３ページ、説明欄、一番下の枠でござ

います、植村直己冒険賞事業費でございます。こち

らの１９８万８，０００円は、２０２２年度植村直

己冒険賞に事務に必要な経費を補正するものです。

２０２１年度中に開催予定であった２０２１年植

村直己冒険賞選考委員会受賞者記者発表を新型コ

ロナウイルス感染症拡大によるまん延防止等重点

措置の発令に伴い延期し、今年４月の開催を余儀な

くされました。これらに係る費用を２０２２年度の

予算で執行したため、改めて２０２２年度に行うべ

き冒険賞選考事務を進めるための必要経費を補正

するものです。 

 続きまして、歳入です。議案書８７ページをお願

いいたします。 

 説明欄一番下の枠でございます、一般寄附金４，

１６７万円のうち１６７万円は、子どもたちが豊岡

で世界と出会う音楽祭に市民の皆さんから頂いた寄

附金でございます。 

 説明は以上です。 

○分科会長（田中藤一郎） はい、どうぞ。 

○文化・スポーツ振興課長（原田 泰三） 歳出のほ

うから文化・スポーツ振興課のほう説明させていた

だきます。議案書のほうは１３４ページ、１３５ペ

ージでございます。 

○分科会長（田中藤一郎） ちょっと待ってください。

はい、どうぞ。 

○文化・スポーツ振興課長（原田 泰三） 下から２

枠目に体育館費というものがございますが、その工

事請負費といたしまして、総合体育館でございます、

大磯町にあるんですけども、１９８８年の開館から

３０年以上経過してるということで、アリーナの雨

漏りだったり、電気機械設備なんかの劣化があると

いうことから、この整備工事として充てるものでご

ざいます。このことにつきましては、２０１９年度

に体育施設等個別施設計画、それから２０２０年度

に長寿命化計画を策定いたしまして、これに基づい

て昨年度長寿命化のための実施設計を行っており

ます。それを踏まえて、本年度と来年度の２か年か

けまして、大規模改修工事を行うというものになり

ます。 

 主な内容なんですけども、天井とか電気機械設備

の改修、それから照明のＬＥＤ化、それから省エネ

のためのペアガラス化、あと外壁とか床の内外装の

改修、あと、トイレの洋式化やアリーナの空調更新

などを予定しております。 

 先ほど申しました工期、２か年ということで、２

０２３年の１月から２０２４年の３月までを見込

んでおりまして、この後、また本年１２月の市議会

において、工事の本契約の議決をいただきたいため、

今回補正予算をお願いするものでございます。 

 なお、今回、ここに上がっております２億６，７

５０万円につきましては、２０２７年度までの工事

費のうちの前払い金を想定して要求をさせていた

だくものでございます。 

 続きまして、歳入のほうでございます。８８ペー

ジ、８９ページをご覧ください。 

最下段に公共施設整備基金繰入金というのがござ

います。この１，７００万円につきましては、先ほ

どの総合体育館の整備工事のために繰入れをお願い

をするものでございます。 

 さらに、９０ページ、９１ページ、次のページで



 10

ございます。 

○分科会長（田中藤一郎） はい、どうぞ。 

○文化・スポーツ振興課長（原田 泰三） 下から３

枠目に教育債というのがございます。保健体育施設

整備事業債というものなんですけども、この２億５，

０５０万円につきましては、緊急防災・減災事業債、

公共施設等適正管理推進事業債を充てさせていた

だく、先ほどの工事の関係で充てさせていただくも

のになります。 

 それから、７８ページでございます。 

○分科会長（田中藤一郎） ちょっと待って。はい、

どうぞ。 

○文化・スポーツ振興課長（原田 泰三） すみませ

ん、第３表、地方債補正ということで、変更という

ところに豊岡総合体育館というのがございますが、

先ほど言いました緊急防災減災事業債、それから公

共施設等適正管理推進事業債、この金額を地方債補

正として、変更のお願いをするものでございます。 

 続きまして、その前のページ、７７ページをご覧

ください。第２表の債務負担行為補正でございます。

これにつきましては、来年度末までを工期として実

施させていただく、先ほどの大規模改修工事なんで

すけども、２０２３年度、来年度の負担分といたし

まして４億１，８１８万円を限度額として、債務負

担行為の設定をお願いをしたいというものでござ

います。 

 内訳なんですけども、改修工事費としては４億１

６８万円、それから、施工監理業務費として１，６

５０万円ということを考えております。この財源と

いたしましては、緊急防災・減災事業債、それから

公共施設等適正管理推進事業債、そのほか公共施設

整備基金、それからもう一つ、スポーツ振興くじ助

成金というのを充てさせていただくこととしてお

ります。 

 文化・スポーツ振興課からの説明は以上です。よ

ろしくお願いします。 

○分科会長（田中藤一郎） 続いて、恵後原課長。 

○市民課長（恵後原孝一） 市民生活部の分について

ご説明いたします。 

 それでは、歳出から説明をさせていただきます。

９８ページ、９９ページをお願いします。 

○分科会長（田中藤一郎） ちょっと待ってください。

はい、どうぞ。 

○市民課長（恵後原孝一） 真ん中の枠、戸籍住民基

本台帳費の説明欄の人件費の減額につきましては、

人事異動等に伴う人件費の調整によるものです。 

 次に、１０３ページ、お願いします。 

○分科会長（田中藤一郎） はい、どうぞ。 

○市民課長（恵後原孝一） ５行目の国民健康保険事

業特別会計（事業勘定）繰出金と、１枚めくってい

ただきました１０５ページ、下から９行目の後期高

齢者医療事業特別会計繰出金のそれぞれの減額に

つきましては、各特別会計での職員給与費等繰入金

の人件費によるものでございます。 

 すみません、１０３ページに戻っていただきまし

て、中ほどの高齢期移行助成事業費からこども医療

の福祉医療費助成事業費までの５つの事業費のそ

れぞれの補正額につきましては、各医療費助成事業

におけます前年度の事業費確定により、いずれも過

大に受け入れました県補助金を返還するため、増額

補正するものでございます。 

 続いて、１０９ページをご覧ください。中ほどの

子育て世帯への臨時特別給付金支給事業費の増額

につきましては、前年度の当該給付金支給額の確定

によりまして、過大交付となった国庫補助金を１０

月末までに返還する必要があるために補正するも

のでございます。 

 歳出は以上です。 

 次に、歳入です。ページのほうは、戻っていただ

いて、８７ページ、お願いします。 

○分科会長（田中藤一郎） ちょっと待って。はい、

どうぞ。 

○市民課長（恵後原孝一） １行目の重度障害者医療

費助成事業費補助金（過年度分）から４つの医療費

助成事業費の補助金のそれぞれの増額についてで

すが、いずれも前年度の助成額の確定によりまして、

補助金の追加を受ける額でございます。 

 次に、８９ページの２枠目です。１行目の国民健
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康保険事業特別会計（事業勘定）繰入金の増額は、

前年度の職員給与費、出産育児一時金等の確定に伴

う一般会計繰出金の精算によるものです。 

 同じ枠の一番下の行です。後期高齢者医療事業特

別会計繰入金の増額につきましても、前年度の職員

給与費、事務費の確定に伴う一般会計繰出金の精算

によるものです。 

 市民課からは以上です。 

○分科会長（田中藤一郎） 成田課長。 

○生活環境課長（成田 和博） それでは、まずは歳

出からです。９４、９５ページをお願いいたします。 

○分科会長（田中藤一郎） はい、どうぞ。 

○生活環境課長（成田 和博） 上から３枠目の１０

行目、環境政策推進事業費です。消耗品費９万７，

０００円は、環境保全事業に対していただいた寄附

金を充当して、ごみ拾い、クリーン作戦時に使用す

るトングを購入しようとするものです。 

 その下、ごみの減量・資源化対策事業費です。資

源ごみの常設回収庫設置補助金ですが、集団回収事

業、いわゆる廃品回収については、６月議会でも質

問がございましたが、廃業や事業方針を転換された

事業者があるため、一部の団体より回収した資源ご

みの引受先が決まらないとのご相談がございまし

た。このため、他の回収業者を複数社紹介するほか、

各種団体の実情に即した回収方法、例えば地域拡大

ですとか、回収頻度及び場所変更などの見直しにつ

いても提案させていただきましたが、常設の回収庫

を設置することの提案もさせていただく中、幾つか

の自治会からの相談も受けていることから、２基分

の増額要求をさせていただいています。 

 その下、太陽光発電システム導入補助事業費です。

３年前から設置工事ができる登録業者を市外業者

も登録可能としたこと、それから固定価格買取り制

度、ＦＩＴ終了による余剰電力買取り価格の下落と

昨今の大規模災害の頻発によって防災意識の変化、

さらには、長期化するウクライナ問題等が由来する

原油高騰からなる電気料金の増加などが大きく影

響していると考えていますが、蓄電池への補助件数

が大きく伸びていることなどから、今後の申請、執

行見込みにより、増額の要求をさせていただいてお

ります。 

 次に、１１０、１１１ページ、上から中枠の３段

目をご覧ください。環境衛生事業費のごみステーシ

ョンの設置に対する補助金の増額です。一昨年から

続くコロナ禍における環境衛生意識が向上したこ

とが一つの要因になっているようですが、区自治会

からのごみステーション設置の申請、要望を多く聞

いているところです。２５基分の１２５万円の増額

予算を要求させていただいております。 

 その下、クリーン作戦推進事業費です。コロナ禍

で中止されていたクリーン作戦が実施され、水路土

砂が多く回収されたことに伴い、運搬処理料が増え

たことによるものです。 

 続きまして、歳入です。８８、８９ページをご覧

ください。 

○分科会長（田中藤一郎） ちょっと待って。はい、

どうぞ。 

○生活環境課長（成田 和博） 上の枠の一番上、環

境保全事業費寄附金は、環境保全事業に対していた

だいた寄附です。 

 中枠、上から４段目、太陽光発電事業特別会計繰

入金です。太陽光発電事業特別会計の昨年度の繰越

金のうち４９０万９，０００円を繰り入れしており

ます。 

 次に、債務負担行為です。７７ページをご覧くだ

さい。上から２枠目、地球温暖化対策実行計画（区

域施策編）改定業務です。当初は再生エネルギー導

入促進区域を設定し、その後に地球温暖化対策実行

計画の区域施策編を改定する予定でしたが、不採択

となりましたことから、地球温暖化対策実行計画の

区域施策編を早急に改定したいと考えており、来年

度から予定していた改定作業を今年度から着手す

ることに伴う４１３万円の債務負担行為の設定で

す。 

 市民生活部の説明は以上です。 

○分科会長（田中藤一郎） 続いて、大谷課長。 

○社会福祉課長（大谷 賢司） 健康福祉部です、そ

れでは、社会福祉課の歳出から説明させていただき
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ます。１０３ページをご覧ください。 

○分科会長（田中藤一郎） ちょっと待って。はい、

どうぞ。 

○社会福祉課長（大谷 賢司） １０３ページの１つ

目の枠の説明欄をご覧ください。１行目の福祉事務

所費２８３万８，０００円の増についてでございま

す。３行目に記載しております福祉総合システム改

修業務ですが、これは厚生労働省の令和５年度の障

害者福祉サービス関係のデータベースの構築に伴

い、市が運用しております福祉総合システム改修を

行うもので、２７５万円を計上しております。また、

その下の介護保険システム改修業務ですが、この１

０月から介護職員処遇改善加算及び介護職員等特

定処遇改善加算において、ベースアップ等支援加算

の項目を追加したり、一部の段階が廃止されるなど、

取扱いが変更されるため、介護保険指定機関等管理

システムに所要の改修を行うため、８万８，０００

円のそれぞれを計上し、委託料の合計が２８３万８，

０００円となるものでございます。 

 ２つ目の枠の１行目の人件費１０万５，０００円

の増と３行目の身体障害者福祉事業費の３，０００

円の増についてでございます。これは厚生労働省社

会・援護局が５年に１回、生活のしづらさに関する

調査を行っておりますが、今回、兵庫県を通じまし

て、当初１地区の予定でございましたが、３地区と

なりましたことから、調査員報酬２名分１０万５，

０００円と、４行目の燃料費３，０００円の合計１

０万８，０００円を計上させていただいております。 

 それから、下から２つ目の枠、健康福祉施設管理

費でございますが、健康福祉センターの管理費に過

疎対策事業債、過疎ソフトを充当することで、財源

更正を行っております。内訳は、城崎健康福祉セン

ターに３００万円、竹野健康福祉センターに１４０

万円、但東健康福祉センターに３００万円になって

ございます。 

 次に、最後の枠、障害者総合支援事業費の枠です

が、上から４行目、障害者（児）自立支援給付事業

費の１，７３０万１，０００円の増については、令

和３年度の実績確定によります国庫負担金返納金、

県負担金返納金でございます。また、その下の地域

生活支援事業費の１万１，０００円、めくっていた

だきまして、１０５ページの２つ目の枠、自立支援

事業費から生活困窮者自立支援金給付事業費の増

についても、令和３年度の実績確定による返納額に

なります。 

 また、１０７ページをご覧ください。真ん中辺り

の児童扶養手当給付事業費の１６万円の増、子育て

世帯生活支援特別給付金支給事業費の３，７０５万

８，０００円の増についても同様でございます。 

 １０９ページをご覧ください。１０９ページの２

つ目の枠の母子・父子福祉事業費の８万３，０００

円の増、また、下の枠の生活保護適正実施推進事業

費、それから、一番下の生活保護措置費４，０３３

万１，０００円の増も、令和３年度の実績確定に伴

います返納金でございます。 

 この時期に令和３年度の実績確定による返還金

の補正を行いますが、障害者医療費県費負担金の返

還のみについては、事務遅延によりまして、１２月

補正に計上させていただきたいと考えております。 

 続いて、歳入でございます。８５ページをご覧く

ださい。 

○分科会長（田中藤一郎） ちょっと待ってください。

はい、どうぞ。 

○社会福祉課長（大谷 賢司） ８５ページの３つ目

の枠の社会福祉費補助金ですが、説明欄の１行目の

障害者総合支援事業費補助金１３７万５，０００円

と介護保険指定機関等管理システム改修事業費補

助金４万４，０００円ですが、これは先ほど説明い

たしました福祉総合システム改修業務と介護保険

システム改修業務に係るもので、２分の１の国庫補

助金ということでございます。 

 １枚めくっていただきまして、８７ページ、２つ

目の枠の生活のしづらさに関する調査事務委託金

１０万８，０００円でございますが、これは身体障

害者福祉事業費の生活のしづらさに関する調査及

び人件費に係るもので、全額、県の委託金になりま

す。 

 次に、９１ページをご覧ください。９１ページの
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一番下の枠の過疎対策事業債（過疎地域持続的発展

特別事業分）７４０万円につきましては、先ほど説

明いたしました健康福祉施設管理費に関するもの

でございます。 

 最後に、７８ページをご覧ください。 

○分科会長（田中藤一郎） はい、どうぞ。 

○社会福祉課長（大谷 賢司） 第３表、地方債の補

正の変更の一番下の過疎対策事業債で、限度額の補

正額１億３，８３０万円のうち７４０万円の補正が

健康福祉施設管理費に充当される分に当たります。 

 社会福祉課の説明は以上でございます。 

○分科会長（田中藤一郎） 定元課長。 

○高年介護課長（定元 秀之） 高年介護課の分につ

いて説明をいたします。 

 歳出からです。１０４、１０５ページをご覧くだ

さい。 

○分科会長（田中藤一郎） ちょっと待って。はい、

どうぞ。 

○高年介護課長（定元 秀之） 下段の表の１枠目、

説明欄、下から４行目、介護保険事業特別会計繰出

金３３１万１，０００円の増額は、第７７号議案で

説明しました介護保険事業特別会計の補正予算の

一般会計繰入金分であります。 

 ２枠目、老人福祉事業費の交付金、高額介護サー

ビス等相当費６０万円の増額ですが、過年度分にお

いて、対象者に支給する高額介護サービス費が、シ

ステムエラー等により支給されていない、または過

少支給されていたことが判明したことにより、時効

外の分について支給するため、増額するものであり

ます。 

 続きまして、その下の枠、民間老人福祉施設助成

事業費の補助金１，５５０万円の増額は、３介護施

設が新型コロナウイルス感染症防止対策として、ウ

イルスが室外に漏れないよう、居室に陰圧装置を設

置し、室内を陰圧化する工事を行います。その整備

事業の補助金として、事業所に交付するものであり

ます。 

 なお、この工事に対する補助金は、県が全額補助

を行うもので、既に県から内示を受けております。 

 歳出は以上です。 

 次に、歳入です。８４、８５ページをご覧くださ

い。 

○分科会長（田中藤一郎） ちょっと待ってください。

はい、どうぞ。 

○高年介護課長（定元 秀之） ２番目の表の国庫負

担金の老人福祉費負担金、低所得者保険料軽減負担

金（過年度分）の４万２，０００円及び一番下の表

の県負担金の１行目、老人福祉費負担金、低所得者

保険料軽減負担金（過年度分）の１万３，０００円

の増額は、令和３年度の低所得者保険料軽減負担金

を精算した結果、不足分が生じましたので、令和４

年度に国及び県に対し、請求をするものであります。 

 続いて、８６、８７ページをご覧ください。 

○分科会長（田中藤一郎） はい、どうぞ。 

○高年介護課長（定元 秀之） 一番上の表の２枠目、

地域介護拠点整備費補助金１，５５０万円の増額に

ついては、先ほど説明しました、介護施設において

居室に陰圧装置を設置整備する補助金でありまし

て、整備費は１００％、県の補助であります。 

 続いて、８８、８９ページをご覧ください。 

○分科会長（田中藤一郎） はい、どうぞ。 

○高年介護課長（定元 秀之） 真ん中の表の２枠目、

介護保険事業特別会計繰入金５，１７７万９，００

０円の増額は、第７７号議案で説明しました介護保

険事業特別会計補正予算の一般会計繰出金分であ

ります。 

 高年介護課の説明は以上です。 

○分科会長（田中藤一郎） 宮本課長。 

○健康増進課長（宮本 和幸） それでは、１０３ペ

ージをお願いします。 

○分科会長（田中藤一郎） ちょっと待ってください。

はい、どうぞ。 

○健康増進課長（宮本 和幸） まず、歳出ですが、

一番上の枠の一番下になります国民健康保険事業

特別会計（直診勘定）繰出金１，８５９万４，００

０円ですが、一般会計から直診勘定への繰出金にな

ります。 

次に、１１１ページをお願いします。一番下から４
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枠目になります。予防接種事業費２億２，７７９万

４，０００円ですが、新型コロナワクチン接種に係

る国からの負担金と、それから補助金の精算に伴う

返納金になります。その下の感染症対策事業費２８

５万５，０００円は、自宅療養者等に対するレトル

ト食品や弁当の配食に伴う増額補正になります。 

 一番下から２枠目の診療所事業特別会計繰出金

３６万６，０００円ですが、一般会計から各診療所

への繰出金になります。 

 歳出は以上です。 

 次に、歳入ですが、８９ページをお願いします。 

○分科会長（田中藤一郎） はい、どうぞ。 

○健康増進課長（宮本 和幸） 真ん中の枠の一番上

になります国民健康保険事業特別会計（直診勘定）

繰入金７７４万８，０００円は、決算に伴う繰入金

になります。そこから２つ下の枠、診療所事業特別

会計繰入金１，８４５万７，０００円も、決算に伴

う繰入金になります。 

 健康福祉部の説明は以上になります。 

○分科会長（田中藤一郎） 永井課長。 

○教育総務課長（永井 義久） それでは、教育委員

会の説明を行います。 

 まず、９５ページをお願いします。９５ページの

一番上の行になります。奨学基金積立金につきまし

ては、水道事業特別会計からの繰入金、積立金にな

ります。純利益の０．５％を基金に積み立てるとい

うものでございます。 

 次に、１０９ページをお願いします。一番上の枠

に保育所管理費がございます。この分につきまして

は、当初予算で土地購入、資母診療所と、それから

資母認定こども園の用地を購入する予算を計上し

ておりましたですけども、予算の執行上、健康福祉

部に持っていきまして、事業ごとに執行するという

ものでございます。消耗品は印紙でございますし、

土地購入費につきましては、資母診分の面積が１，

８４４ありますので、その相当分について所管替え

を行います。 

 次に、１２７ページをご覧ください。 

○分科会長（田中藤一郎） ちょっと待ってください。 

○教育総務課長（永井 義久） １２７ページの一番

上の枠の下から３行目になります、教育総務の事務

局費の中で、兵庫県教育委員会連合会の負担金を減

額しております。今年度の総会の中で、２２年度は

分担金を徴収しないことになりましたので、減額を

しております。 

 １枚めくっていただきまして、１２９ページにな

ります。一番上の枠の小学校管理費の下から５行目

になります、学校施設管理費です。修繕料につきま

しては、城崎小学校の職員室のエアコンが故障しま

したので、旧奈佐小と旧港西小から移設して対応す

るものでございます。その下になりますが、整備工

事費です。こちらは、合橋小学校の駐車場の安全管

理のための改修ということです。来年度、高橋小学

校と統合するわけですが、学校内で人と車が交錯す

るようなところがございますので、安全対策のため

に駐車場の区画を変えて、安全対策を行うというも

のでございます。その下、事業用備品ですが、竹野

小学校の電話機が故障しましたので、南小の一部の

子機等を使いながら、最小限の交換を行うものでご

ざいます。 

 同じページの一番下の枠の下から３行目をご覧

ください。中学校の管理費の中の整備工事費ですが、

城崎中学校の図書室と多目的室のエアコンが故障

しましたので、こちらは旧港西小学校から移設して

対応するものでございます。 

 よろしいでしょうか。歳入になります。８９ペー

ジ、お願いします。８９ページの上から２行目にな

ります、中学校の設備整備寄附金です。民間１社か

らの学校備品への寄附をいただいています。１００

万円です。 

 今度は真ん中の枠ですが、下から２行目になりま

す、水道事業会計からの繰入金です。奨学基金への

繰入金ということでございます。 

 教育総務課の説明は以上です。 

○分科会長（田中藤一郎） 和田課長。 

○こども教育課長（和田 晃典） まず、歳出につい

てご説明させていただきます。１２７ページをご覧

ください。 
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○分科会長（田中藤一郎） ちょっと待ってください。 

○こども教育課長（和田 晃典） 説明欄の上から２

段目の枠、道徳教育推進事業費につきましては、当

初、県の委託事業として実施する予定だったものが、

県の直接執行に変更になったために１０万円の減

額としております。 

 次に、１２９ページをご覧ください。下の枠の下

から５行目、学校運営事業費につきましては、市内

企業から寄附があり、中学校の部活動備品の購入す

る経費としまして、１００万円を計上しております。 

 次に、歳入についてご説明します。８７ページを

ご覧ください。上の枠から２つ目の枠、上から２つ

目の枠の２段目になりますが、道徳教育推進事業委

託金としまして、１０万円の減額をしております。 

 続いて、７７ページをお願いします。債務負担行

為につきまして、上から４段目になります、通学バ

ス運行管理業務ですが、今年度スクールバスの契約

が終了する路線につきまして、新たに契約を結ぶも

のです。経費としまして、来年度分として８，８８

８万円を計上しております。 

 説明は以上です。 

○分科会長（田中藤一郎） 吉本課長。 

○こども育成課長（吉本  努） こども育成課分に

ついてご説明をさせていただきます。 

 まず、歳出からです。１０７ページをご覧くださ

い。 

○分科会長（田中藤一郎） ちょっと待ってください。

はい、どうぞ。 

○こども育成課長（吉本  努） １０７ページの上

の表の真ん中辺りになりますが、児童福祉総務費で

国県負担金等精算返納金１，５７２万円を計上させ

ていただいてます。これは２０２１年度分の子ど

も・子育て支援事業等の事業費を確定によりまして、

精算を行うものでございます。 

 続きまして、２枠目の下から２つ目、放課後児童

健全育成事業費９８万６，０００円です。これは、

放課後児童クラブでの感染症の予防対策といたし

まして、消毒液ですとかハンドソープ、こういった

ものを購入させていただきたいということで、予算

計上をさせていただいております。 

 その下、児童保育運営事業費３，３５７万７，０

００円です。これは国の経済対策に基づきまして、

保育士、幼稚園教諭等の処遇を改善するために、給

与月額を３％程度引き上げるという措置を令和４

年、今年の２月から実施をいたしております。本年

の１０月以降につきましては、処遇改善のこのかか

る経費については、公定価格の加算という形で給付

費に組み込まれるという形になりましたので、そち

らのほうを計算をさせていただいて、１０月から翌

年の３月分までということで、今回の予算を計上さ

せていただいております。対象としては、私立の保

育所、認定こども園、小規模保育所の分で２１施設

という形になっています。 

 続きまして、歳入のほうです。８５ページをご覧

ください。 

○分科会長（田中藤一郎） ちょっと待ってください。

はい、どうぞ。 

○こども育成課長（吉本  努） ８５ページの３枠

目の真ん中です。放課後児童健全育成事業費補助金

ということで、３２万８，０００円を計上いたして

おります。これは先ほど説明させていただいた放課

後児童クラブの感染症の予防対策に係ります国の

補助金ということで、補助率は３分の１という形に

なっています。 

 続きまして、その下、子どものための教育・保育

給付交付金でございます。１，８１４万９，０００

円を計上いたしております。これは、先ほど説明し

た保育士、幼稚園教諭等の処遇改善の係ります国の

交付金という形になっておりまして、基本的な負担

割合は２分の１という形になっています。 

 続きまして、その下の枠の２行目になります、教

育・保育給付費負担金ということで、これは先ほど

言った処遇改善に係ります県の負担金ということ

で、基本的な負担割合は４分の１という形になって

います。 

 続きまして、８７ページをご覧ください。８７ペ

ージの１枠目の３つ目、放課後児童健全育成事業の

補助金で３２万８，０００円です。これは、先ほど
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説明した放課後児童クラブの感染症予防対策に係

ります県の負担金ということで、補助率は３分の１

という形になっています。 

 続きまして、９１ページをご覧ください。９１ペ

ージの２枠目の下のほう、返納金のうち私立認定こ

ども園の施設型給付費の返還金と障害児保育事業

費補助金の返還金でございます。こちらのほう、私

立園に対して、これら２つの補助金の過払いがござ

いまして、そちらに対する返納金ということで、予

算を計上をしているものでございます。 

 続きまして、債務負担行為の部分になります。７

７ページをご覧ください。 

○分科会長（田中藤一郎） はい、どうぞ。 

○こども育成課長（吉本  努） ７７ページの第２

表の部分の下から２つ目、認定こども園通園バス運

行管理業務です。こちらの部分は、竹野認定こども

園の通園バスの運行管理業務が今年度終了すると

いう形になりますので、来年度分、令和５年度分と

して、５０３万円を限度額として、債務負担行為を

設定しようとするものでございます。 

 教育委員会の説明は以上です。 

○分科会長（田中藤一郎） もうよろしいですか。ほ

かにないですね。 

 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） ７３号補正の総合体育館の２

億６，７５０万円というふうに聞かせていただいて、

前払い要求分って言われましたかな、どこだ、生涯

学習ですか。（「文化・スポーツ」と呼ぶ者あり）

文化、あっ、そう。 

 それで、３０年経過しました、２億６，７５０万

円、それで、債務負担行為で４億１，８１８万円で

したか、これで全体像ですか。金額で、合わせます

と６億８，０００万円強になりますけれども。 

○分科会長（田中藤一郎） 原田課長。 

○文化・スポーツ振興課長（原田 泰三） 今、委員

ご指摘のとおり、今年度と来年度の２か年でという

ことで、来年度債務負担行為も合わせまして、工事

が６億８，５６８万円というふうなことで上げさせ

ていただくというようなことになります。以上です。 

○分科会長（田中藤一郎） 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） それで、３０年経過して、ま

た、３０年ぐらいもつような予定しとんなる。 

○分科会長（田中藤一郎） 原田課長。 

○文化・スポーツ振興課長（原田 泰三） 施設の長

寿命化ということで、今後さらにこういったことを

施すことによって、機能回復や機能改善を図ってい

って、少しでも長く施設が長もちするようにという

ようなことで考えております。以上です。 

○分科会長（田中藤一郎） よろしいですか。 

 ほかにありませんでしょうか。 

 義本委員。 

○委員（義本みどり） １１１ページの健康増進課さ

んのところで、感染症対策のところ、自宅療養者に

レトルト食品等を送るという部分なんですけれど

も、たしか自宅療養期間とか短くなって、少し緩や

かになったと思うんですけれども、送る基準は以前

よりは狭くはなってるんでしょうか。 

○分科会長（田中藤一郎） 宮本課長。 

○健康増進課長（宮本 和幸） 今のところは基準と

しては今までと同じ基準で、自宅から出られないと

かいうことで、どういったらいいかな、狭めたりと

かというのは今のところしてないです。 

○分科会長（田中藤一郎） 義本委員。 

○委員（義本みどり） 送ってもらった方の話による

と、結構な量のティッシュペーパーとか食料品とか

いろんなものを頂いて、それを配送するというか、

する職員さんのご負担も多いん違うんかなと思っ

て、そんなにトイレットペーパーとか要るんかなと

か、確かにうれしいのはうれしいですよ、頂いた知

人はとても喜んでおりましたけれども、そちらの職

員さんのご負担とか、ちょっと気になるんですが。 

○分科会長（田中藤一郎） 宮本課長。 

○健康増進課長（宮本 和幸） ありがとうございま

す。本当に手配が大変で、職員が配送業者のとこ行

ったり、お店に行って準備するというのがあります。

今はそれでやってます。委員おっしゃったように、
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基準のほうの見直しとかがありますので、ちょっと

今後はそこも見直していく必要があるのかなとい

うふうには考えております。以上です。 

○分科会長（田中藤一郎） 義本委員。 

○委員（義本みどり） かなりの量で、１週間で使い

切れないぐらいのトイレットペーパー、ティッシュ

ペーパーも届くっていうふうに聞いてるので、もう

ちょっと少なくしても、負担ないようにしてもいい

んじゃないかなと思いますので、くれぐれも現場の

負担にならないようによろしくお願いいたします。 

○分科会長（田中藤一郎） 宮本課長。 

○健康増進課長（宮本 和幸） ありがとうございま

す。今の話を聞きまして、また、今後検討していき

たいと思います。ありがとうございます。以上です。 

○分科会長（田中藤一郎） よろしいですか。 

○委員（義本みどり） はい。 

○分科会長（田中藤一郎） 上田委員。 

○委員（上田 伴子） 今、義本委員が言われたんだ

けど、私の聞いてる範囲では、何か２歳以下のおら

れるところとか６５歳以上の高齢者のおられると

ころの弁当配食ですか、それもあったけども、何か

弁当屋さんがコロナにかかられて、１軒、ちょっと

大変だったというふうなことも聞いてますし、なか

なか食料支援を電話したらいいって聞いてたけど、

遠慮でようせんとおったというようなことも聞い

てるんで、そこら辺ではやっぱり食料が十分なかっ

た人も多々あるんかなと思ってますので、そこら辺

は精査してお願いします。 

○分科会長（田中藤一郎） 意見でいいですか。 

○委員（上田 伴子） それともう１点いいですか。

９４ページの資源ごみのところなんですけど、確か

に地区で廃品回収をしても以前と違って、すごい収

集したごみを何か取ってくれる、引き取ってくれる

業者というんか、何かそんな関係でなかなか大変そ

うに、ＰＴＡの方とかそういうことをまとめてらっ

しゃる方も言ってらっしゃいます。 

 でもやっぱり私たちのところはすごく田舎なの

で、昔から廃品回収についてはどこの家もすごく協

力的で、もうこの日に廃品回収がありますってなっ

たら地域の集荷場にもう３日ぐらい前から指定さ

れたごみをみんなが持ち込んで、そこに積んでちゃ

んと準備するというようなことが以前からされて

て、やっぱりお年寄りなんかは廃品回収といったら

あれ出さんなのやみたいな意識がすごくあって、だ

で、すごく回収するいろんなところが減ってきてる

というのは大変だと思うんですけども、そこら辺の

関係は今はどうなってるんでしょうか。 

○分科会長（田中藤一郎） 成田課長。 

○生活環境課長（成田 和博） たくさんの事業者が

そうやって事業変換、方針変換をされたということ

ではなくて、結構幅広くというか、たくさんの区を

賄っておられた事業者さんが方針転換というか、や

められたというようなこともある中での６月議会

から続く、今こういったお話をさせていただいてる

んですけども、幾らかは窓口に来られたりだとか電

話でほかの業者さんを複数紹介する中で対応でき

ましたよというようなことをおっしゃってるとこ

ろもあるし、やっぱり豊岡地域の方、旧豊岡の方は

旧豊岡の業者さんに頼まなくちゃいけないという

ような思いが何か強くあったようで、ほかの地域の

業者さんをご紹介させていただいたりする中で、特

にその後は廃品回収困ってるよというようなこと

のお話はお伺いしてないです。 

 ただ、これからまた秋にかけて、年２回あるうち

の１回ですね、例えば小学校のＰＴＡでするとかと

いうようなことが出てくる中でまたそういったお

話あるかも分かりませんが、単純に業者さんがとい

うことではなくて、ちょっと結構いろんな、先ほど

委員がおっしゃった高齢化のことだったりいろい

ろと、集荷の場所だったりという周辺地域と市街地

での生活様式の違いだとか、いろんなことの要素が

絡み合ってますので、なかなかこうしてください、

ああしてくださいということでできない部分はあ

るんですけども、先ほども申し上げたいろんなパタ

ーンをご提案する中での一つの方策が集落で常に

集める場所をつくっておいて、そこにいっぱいにな

ったから取り来てよということで業者さんに来て

いただくようなことの対応ができるのがこの常設
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回収庫ですので、そういったご案内をさせていただ

いてます。以上です。 

○分科会長（田中藤一郎） 上田委員。 

○委員（上田 伴子） たしか奈佐地区なんかは、各

集落のＰＴＡの保護者さんなんかが中心になって

各集落の集荷場のごみを学校の、今、統合しちゃっ

たからあれですけど、学校のところに運んでって、

そこに業者さんが取り来られるような形だったと

思いますが、確かにＰＴＡの保護者もだんだん減っ

てきてるので、子供たちがいない集落もあったりし

て、小学校の、なので、なかなか今、課長が言われ

るように高齢化や家族の中で違ってくるんかなと

思うんですけども、そこら辺はまた工夫しながら、

業者さんと相談しながら、やっぱりそういう廃品回

収というところで資源ごみを収集するということ

も大事なことですので、よろしくお願いしたいと思

います。 

○分科会長（田中藤一郎） ご意見でよろしいですね。 

○委員（上田 伴子） 意見で。 

 それからもう１個、ごみステーションですけども、

今回２５基購入費用計上されてますけれども、うち

の地区なんかも結構前のがぼろぼろだったので、す

ごくいいのが来て、前の倍くらいの容量が入るのが

来て、すごくみんな喜んでますけども、やっぱり以

前あったのが老朽、古くなって、更新せんなんとい

う地区もあると思うので、そこら辺はまた。今はや

っぱり結構申込みが多いような感じですか。 

○分科会長（田中藤一郎） 成田課長。 

○生活環境課長（成田 和博） 先ほどもちょっとご

説明したように、やはりコロナ禍で、環境衛生です

ね、衛生面での意識が高まったということもありま

すし、実際、去年、おとどしと市街地の大きな地区

が、自治会がかなり大規模に更新をされたというよ

うなところを隣の地区が見ていて、ああ、うちもこ

れだったらしようというようなことで計画という

か、話を進められたというようなことで大規模に新

規のステーションを設置されたというような事案

もございます。どうしても今、予算内でということ

もあるんですけども、これに関しては今年の予算で

するのか、来年の予算でするのかという話だけだと

僕は思ってますので、できましたらそういった要望

が多いときにはこのような形で補正予算上げさせ

ていただくというのが最善だということで担当と

しては思ってます。以上です。 

○委員（上田 伴子） 分かりました。了解です。 

○分科会長（田中藤一郎） よろしいですか。 

○委員（上田 伴子） はい。 

○分科会長（田中藤一郎） 宮本課長。 

○健康増進課長（宮本 和幸） 先ほどの自宅待機者

の分でのちょっと補足説明をさせていただきたい

と思います。自宅待機者に支援する分については、

感染症対策ということでマスクとか、ティッシュペ

ーパー、トイレットペーパー、それから食料のほう

でレトルト食品と、それから宅配の弁当とあります。 

 宅配の弁当、上田委員言われたように高齢者や子

供さんがおられるところ、そこの業者さんがコロナ

にかかられたというのは、ちょっとこちらでは把握

できませんので、ちょっとそこは分からないんです

けど、ひょっとしたら宅配弁当の上限がありますの

で、それを超えたときにはレトルトのほうでお願い

しますということがあったかなという、そこはあり

ます。以上です。 

○分科会長（田中藤一郎） そのほか。 

 副委員長。 

○委員（岡本 昭治） すみません。債務負担行為の

中に通学バスとかバスの運行管理業務というのが

あるんですけども、この運行業務の契約年数という

のは１年が原則なんでしょうか。ちょっと教えてく

ださい。 

○分科会長（田中藤一郎） どうぞ。 

○こども教育課参事（木之瀬晋弥） 通例では３年で

行っておりますが、今回は１年ということでさせて

いただいております。理由としましては、昨今の状

況により燃料費が非常に高くなっているというこ

とと、やはりバスの運転手さんがなかなか確保でき

ないということで、最近では人件費もかなり高くな

っております。今回の予算計上に当たりまして、か

なり従前の契約よりも割高な見積りが出てきてお
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りましたので、今回は取りあえず１年ということに

させていただきまして、来年度以降につきまして庁

内の各課で費用の軽減ということで検討させてい

ただいた上で、また翌年は３年間で計上させていた

だきたいということで考えております。以上です。 

○委員（岡本 昭治） 燃料費が値上がりするから、

業者さんのこと思って１年ごとにされて、その状況

に応じてということでいいかなと思うんですけど

も、バス会社さんからすれば、大手は別かも分から

んですけど、小さいところは１年単位でやられると

どうしても人材の確保というところで難しくなっ

てくるというようなこともありましたので、その辺

は調整がなかなか難しいかも分からんですけども、

ご配慮いただけるところはしていただきたいと思

いますので、よろしくお願いいたします。 

○分科会長（田中藤一郎） よろしいですか。 

○委員（岡本 昭治） 以上です。（「関連して」と

呼ぶ者あり） 

○分科会長（田中藤一郎） 前野委員。 

○委員（前野 文孝） 先ほどの話なんですが、ちょ

っと話を聞いたところによると、僕は決して悪いこ

とじゃないと思っていて、路線バスとスクールバス

をうまく融合して使っていくという、そういった方

針があるということで聞いたんですけど、その辺は

もうちょっと正確に話されたほうがいいのかなと

思います。 

○分科会長（田中藤一郎） 木之瀬参事。 

○こども教育課参事（木之瀬晋弥） 先ほど委員おっ

しゃいましたとおり、これまで通学・通園バスの契

約につきましては、通園バスはこども育成課、通学

バスはこども教育課ということでばらばらで契約

をしておったところでございます。 

 バス事業者に対しての市全体の支出といたしま

しては、そういった通学・通園バスのほかに、例え

ば都市整備課におきましてイナカーの委託契約で

あったり、またバス事業者への補助金であったりと

いうようなことで様々なお金が市からバス事業者

に出ておりますので、その辺りについてより経費が

安くなるようにということで今検討をしつつある

ところでございます。以上でございます。 

○分科会長（田中藤一郎） 前野委員。 

○委員（前野 文孝） やっぱりそういうことだと思

っていて、そのとおり進めていただいたほうがいい

と僕は思ってます。 

 ただ、先ほどおっしゃられた燃料の急騰と、こん

なことはあまり今まで経験なかったんですけど、や

っぱりこういったことは別途、燃料サーチャージを

するのかどうか別として、先ほど岡本委員からもあ

ったとおり、やっぱり３年間ぐらいはやってあげな

いと民間事業者としては厳しいと思うので、今年度

はちょっと限りで、燃料費の高騰に関しての取決め

というのはまた別途考えられてやっていただきた

いということで、これはちょっと要望として付せて

おきます。以上です。 

○分科会長（田中藤一郎） よろしくお願いします。 

 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） 一つ、通園バスの話が出てお

りましたけども、例の静岡であったような大変かわ

いそうで済まないような話がございましたけども、

豊岡市でもそういった通園バスのことがあるんで

しょうけれども、そこらの対処はしっかりできてる

のかということが一つ聞かせていただきたいです。

それでご両親や家族の人からすれば、これ本当に事

故に遭って死んだ以上の厳しさというんか、もうや

りきれなさがあると思うんですけども、我が地域で

あったらとても困りますので、そういった対策がし

っかり取れているのか、今後取っていくのかという

話をちょっと聞かせていただきたいと思います。 

 それが一つと、それからもう一つは、成田課長に

よく言う、先ほども１２５万円の増額補正がありま

したけども、私が通勤途上にいつも思うんだけども、

コンビニのごみが多いということで、何とかしてえ

ないう話をよくしてると思うんだけども、幾らかの

インセンティブをつけて、今コンビニのごみ箱を撤

収しちゃってろうが、やっぱし事業者責任としても

きちっと置いて、道路にほかすのは犯罪になります

ということを再度確認をして、何らかのことでして

いただかんと本当に道路が汚くなるし、それが河川
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に流れ込むということ間違いないと思うんで、カラ

スが突いてばらまいてしまうし、いつもよくあそこ

へごみが落ちてるとかいったお話しするんですけ

れども、やっぱりごみを見てるとコンビニの袋が多

いのは間違いないと思います。コンビニとか、だか

ら事業者責任を全うしてもらうためにもやはりご

みを、あれを置いていただく。費用のことを言われ

て、どこのごみが入るか分からん、当然そう言われ

るんだろうけれども、それでも我々にとっては非常

に地域が汚くなることにつながっとるんで、ぜひ何

らかの対処、これは谷岡部長のときも言わせていた

だいたと思うんですけども、考えていただきたい。

大きな予算が要るこっちゃないと思いますんで、そ

の辺を何か考えていただきたいなということをお

願いしながら、ちょっと考えも聞かせていただきた

いということが一つ。 

 それからもう一つは、返納金で２億２，０００万

円何がしありましたわね。どこだったかな。健康増

進課ですか。あれはやっぱり予算立てで、１００％

で予算が来るわけですか。予防接種のコロナの返納

で返すということなんでしょうか。その辺は市はあ

んまり考えんでもええんか分からんけども、国全部

としては気になりますんで、どういう構図になって

るんか、ちょっとお聞かせをいただきたいと思いま

す。以上。 

○分科会長（田中藤一郎） 順番かな。 

 吉本課長。 

○こども育成課長（吉本  努） 私のほうから、通

園バスの関係についてご説明をさせていただきま

す。 

 あの事件を受けてから国からも２回ほど通知が

ありまして、それに対して今実際バスを使って利用

されている園に対しては再度徹底の部分の通知が

出ています。 

 豊岡市の部分でバスを利用してる園は９つあり

ます。 

 大きく分けまして、小学校と集団登校をしている

ところが五荘奈佐幼稚園、神美、福住幼稚園、それ

と港認定こども園と合橋認定こども園になります。 

 違うパターンで竹野認定こども園、きよたき認定

こども園、こうのとり認定こども園、この３つにつ

いては、基本的には添乗員か園の職員が添乗してる

という形になります。 

 もう一つは、城崎こども園ですが、城崎こども園

は園の駐車場から園までをバス、ピストンをしてる

という形になってまして、そこの部分に関しては保

護者と園児が一緒に乗ってくるという、その３つの

今パターンでバスで利用されてる園があります。 

 ここに関しては、基本的には小学校と集団登校し

てる部分に関しては、バスから降りてきたところに

先生なり、基本的には先生等が人数確認をしてると

いう形になっています。 

 添乗をしてるところは、降りるときの人数確認を

して、基本的には園に引き渡してるというふうな形

の手続というか、マニュアル的にそういうちゃんと

しているというような状況になっています。 

 城崎については、保護者と一緒に乗られてるので、

その部分が一緒に登園するので確認をしてるとい

う形になっておりますので、基本的にはその３つの

パターンの中で運用していただいてるんですが、再

度その辺りの部分も含めて徹底するようにという

ことで、特に降園時のチェックをどうするのかとか、

その辺りの分をちゃんとマニュアル化しながら徹

底してくださいという通知を再度出しています。 

 また、国のほうからも実際詳細な部分でまたいろ

んな形の調査物が来ておりまして、それに対してど

うなのということもまた国のほうにも報告すると

いうふうなことになっています。現状としては以上

です。（「分かりました」と呼ぶ者あり） 

○分科会長（田中藤一郎） 続いて、成田課長。 

○生活環境課長（成田 和博） 以前も福田委員のほ

うから通報受けまして、不法投棄のごみを回収をさ

せていただいたこともございます。やはりコンビニ

などの袋に入った、レジ袋に入ったごみも多く散見

されるということもございます。 

 ここにいらっしゃる皆さんはそんなことされて

ないと思うんですけども、コンビニに行くときにも

う決まったかのように車の中のごみをコンビニの
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ごみ箱に捨てていたのが多分これまでです。基本的

には自分で出されたごみは自分ちでごみを排出さ

れるというのが基本的な考え方でありますので、ま

ずはコンビニの方にしてみたらそのごみはやっぱ

り持ち込まれているごみだという認識だと思われ

ます。 

 もう一つは、イートインといいましてコンビニの

中で食事ができてたんですけども、コロナ禍でそれ

をちょっと自粛されてるというようなこともあっ

て、本来コンビニで買われたごみというのを、食べ

たごみはそこで捨てられたんですけども、それが捨

てられなくなってるというようなこともあって、外

で食べたりだとか飲んだりされてるようなごみが

ついつい不法投棄につながってるというようなこ

とで私は認識しています。 

 再度申し上げますけども、基本的にはやはり自分

で出したごみというのは自分で処理されるべきだ

と私は思いますので、やはりそれはコンビニのほう

に一方的にごみ箱を置いてということはなかなか

言いづらい。 

 ただ、やはり聞いてますと、神鍋辺りの道路沿い

もスキーが終わったシーズン、スキーシーズンが終

わったらもうかなりたくさんのレジ袋に入ったご

みが捨てられてるというようなことございますの

で、我々としたらそういったところを重点地域、ポ

イントとして、不法投棄の看板だとか、何かキャン

ペーンを張るとかというようなことができる最善

なのかなと思ってますけども、多分同じ認識で委員

と私、思っているところあると思いますので、そう

いったことに関してはこの先ちょっと研究させて

いただきたいということでちょっとご容赦くださ

い。以上です。 

○委員（福田 嗣久） 自己責任ということはよく理

解はしてますけれども、けれどもですわ、やっぱり

不法投棄で、たんすを持っていってほかすという話

じゃないんで、ついついこれがね。今、国を挙げて

海洋汚染の問題を解決しようとか、ごみの減量化と

か、環境整備とかいうて言われてるんよく知ってる

んですけども、やっぱり安易に買物してぽいっとし

てしまう、誰がするか、そら分かりませんけれども、

これは間違いなく多いんで、やっぱりそこを末端の

市、その地域を守る市としては、やっぱり例えば２

万円のコンポストを置いてあげて、これに捨ててく

ださいと。あとは自己責任で自分とこも店で出して

くださいとか、その動機づけを何とかしてもらって、

少しでも減らすことを考えてもらわんと、自己責任

だから、自分の責任だからいうことでほってしまわ

れると地域が困っちゃうでな、今。だからそこをも

う一歩踏み出してほしいなということはずっと成

田課長にもお願いしてるとこなんですけども、せっ

かくその環境を美化しようということはよく理解

するんで分かるんですけれども、もう一歩を踏み出

さんとなかなか減れへんと思うわ。 

 だから、いや、コンビニなんか、あるいはストア

なんかが何軒あるか知らんけれども、コンビニいっ

たって１０軒ほどでしょうけんな、豊岡市に、１０

軒か１２軒ぐらいだから、予算的にいうたって２万

円ずつ出したって２４万円だからしれております

わな、どっちかいったら。だからそういったことを

一歩踏み出す何らかの対策をやっぱり市としても

してもらいたいな。鬼を立てて、こらいうて言うと

ったってなかなか聞けへんので、その辺のことはお

願いがしたいということで、ぜひ考えてみてえな。

昨日もちょっと言うたけど、予算もようけ余るんだ

し、やっぱり考えてほしいなということを、それ以

上今求めませんけれども、お願いしたいと思います。 

○分科会長（田中藤一郎） 宮本課長。 

○健康増進課長（宮本 和幸） ワクチンの返納金の

件です。国からの補助金、支出金等は、こちらが要

求すれば１００％ついてくるという状況です。 

 ワクチンの接種に関して言えば、年度の途中でも

対象者の年齢が変更になったり、追加がある、あと

間隔自体も変わってきたり、接種の実施期間ももう

年度をまたいだような状況に今なってます。本来単

年度であれば年度末見て補正を組んで落とすとい

うようなこともあるんですが、こちらのほうとしま

してはやはりもし落として足らなかったら、国が方

針変更して足らなかったらというちょっと怖い思
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いもありますので、どうしても多め多めということ

になって、結果としてはちょっと確かに大きな返納

金となってますという状況です。以上です。 

○分科会長（田中藤一郎） 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） もう一つ、ワクチン自体の余

力があって、そのワクチン自体はどうなる。例えば

接種率の変動は当然あるわな。それに対して確保し

ます、市としては。県から経由ですか、確保して、

例えば賞味期間ではないわな、期間があるわな。そ

の辺り廃棄の問題は。 

○分科会長（田中藤一郎） 宮本課長。 

○健康増進課長（宮本 和幸） ワクチンのおっしゃ

るように有効期間というか、保存期間がありまして、

前回廃棄をさせてもらい、モデルナに関して。なか

なかモデルナの接種希望が少ないということもあ

りました。 

 今回、次の提案もあるんですが、従来株に関して

はやっぱり少し残ってる部分もありますが、ファイ

ザーに関しては来年の２月とか３月まで延びてま

すので、接種、１回目、２回目まだされてない方も

ありますので、そこまでに使えるか。ひょっとした

らまた幾らかは廃棄が出てくるかもしれないです。 

 モデルナは、悪いんですけど、ちょっと廃棄がま

た出てくる予定にしております。以上です。 

○分科会長（田中藤一郎） よろしいですか。 

 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） 私ばっかりようけ言うて申し

訳ないんだけど、もう一つだけ、昨日の続きの、昨

日帰ったら、どこだ、これ大谷課長ですか、外出支

援の、例のタクシー運賃割引、これ昨日もちょっと

少しだけ言わせてもらったんですけども、今年にな

ってやっぱり２人の人からもっと使えるようにし

てえないう話は聞いておりまして、どうだったかな、

昨日の資料頂いたんで、５００円を助成します。月

に４回かいな。月に４枚か。（発言する者あり） 

 これを私が聞いたのは、豊岡の人と城崎の人、２

人から今年聞かせていただいとりまして、こういう

言い方をされます。ワンメーター、ツーメーターぐ

らいのとこ５００円は確かにありがたい。しかし、

但東、竹野という言い方をされました。そんなもん

１枚使ったってなんの役にも立てへんと。これはや

っぱり不公正だでということで、これはやっぱし２

枚使うんが公正なのかいうたら、そら私が酒飲んで

帰るに８，０００円、１万円タクシー代要るという

のは、これはしゃあないわなあ。だけども、その基

準に合う人で例えば３，０００円とか、５，０００

円とか、８，０００円とかタクシー代が要る場合、

もう少し優しくしていただいたらどうかなという

ことを、私もそら思うし、障害者の方がじかにワン

メーター、ツーメーターの５００円と何千円の５０

０円とはもう全然意味合いが違うと。これだけ広域

の合併をしとったら、もう少し市が優しくあっても

いいんじゃないかと、こういう言い方もされてまし

たんで、一遍これも考えてもらいたいと思うな。よ

く出てましたけどね。 

○分科会長（田中藤一郎） 大谷課長。 

○社会福祉課長（大谷 賢司） 今おっしゃった要望

もございまして、１回につき１枚ではなくて複数枚

使えるようにできないかというようなことと、それ

から外出、外に出ていただくことを考えております

けれども、実際的には要望される中では経済的にも

非常に障害のある者にとっては大変なので、その辺

をちょっと検討していただけないかというような

ことで、社会福祉課としては検討するように考えて

おります。 

○分科会長（田中藤一郎） 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） 昨日も申し上げたように、そ

れぞれの施策を展開される上で予算組みをされる。

１００％いうのは、なかなかない。やっぱし市民の

皆さんが望んでおられることに対して利用しやす

いとか、何らかのハンディキャップをできるだけ、

全くフラットにはそらできないと思うんだけども、

できるだけフラットになるような形のこの予算の

執行の仕方を社会福祉課だけじゃなくて、いろんな

とこがあると思うんだけども、ぜひ考えるべきだな

というふうに思っておりますので、それは今考えて

いきますということをちょっとおっしゃいました

けども、いろんな課でもやはりそういった使いにく
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さがあって、例えば予算を１００つくったけども、

昨日の集団健診でも４１％か何かでしたわね。やっ

ぱりそこらに対しても予算組みとしては大抵７０

ぐらいで立てていって、何百万円、何千万円つくる

んだろうけども、実際執行が４０だったら余ってく

る。減額させる。こういう繰り返しがかなりあると

思うんですわ。だから残して、たくさん残ってよか

ったねという話じゃないと思うんで、やっぱし目的

あって予算組みをされるんだから、ぜひそれぞれの

課でやっぱり考えていただいて、今、一つの例を申

し上げましたけど、そういったことも十分に配慮し

ながら使いやすい体制をつくっていただきたいと

いう、そんなことはお願いします。再度どうですか。 

○分科会長（田中藤一郎） 大谷課長。 

○社会福祉課長（大谷 賢司） 高年介護課と外出支

援サービスが競合する部分もございます。それから

障害者のほうのタクシー券もございます。その辺り

のことにつきまして両課で研究していき、それから

先ほど委員がおっしゃいました１回というのと、そ

れから限られた財源もございますので、その辺も研

究、検討していきたいと思います。 

○委員（福田 嗣久） ぜひよろしくお願いします。

ほかの課も頼んまっせ。 

○分科会長（田中藤一郎） それでは、各部長、どう

ですか。 

○委員（福田 嗣久） 部長が答弁していただいたら。 

○分科会長（田中藤一郎） どうですか、各部長。 

 原田部長。 

○健康福祉部長（原田 政彦） 今のタクシー券の件

については、もう従前からずっと言われ続けてきた

ことでございます。それからこの間要望書も出てき

ましたけれども、実はこれも数年前から何度もいい

ますか、二、三回ほど要望をいただいているという

ような状況の中で、我々もこれについては本当に心

苦しいなと思いながらも本当に１回５００円とい

うようなところでずっと今日まで来ていたという

ようなことがあります。そんな中で、我々としても

複数枚利用できるというのが本当は本意なんだろ

うというふうに思っておりますが、ただ、議会答弁

でもさせていただいとりますけれども、やっぱり限

られた財源の中でいかに財源を調達するかという

とこが求められますので、その財源のことも配慮し

ながら研究、検討させていただけたらなと思います。

以上です。 

○分科会長（田中藤一郎） ほかの部長、これ以外の

あるかと思いますんで、コメントを。 

○市民生活部長（瀧下 貴也） 先ほど予算との絡み

あるんですけども、例えば資源回収ごみの保管庫、

資源回収庫にしましても今回１２５万円の予算増

額させていただいてます。限られた予算で当初予算

で上げて、最終的に１２月、３月で少なかったわ、

減額だわではなくって、今回いろいろと事情があっ

て、そういう要望があって増額してますけども、こ

ういう補助事業というのは私ども市民生活部でも

８施策持ってますけども、いろんなそういう補助事

業あるということをもっともっと広く市民の皆さ

んに知っていただくことがまだないとありますん

で、そこからまずスタートして、できるだけ予算確

保したものについては広く市民の皆さんに受益が

及ぶように努力してまいりたいというふうに思い

ます。 

○分科会長（田中藤一郎） 構えてる正木次長、どう

ぞ。 

○教育次長（正木 一郎） 教育委員会のほうにいた

だきました課題といたしましては、通学バスの問題、

通園バスの問題、これの在り方の検討していくとい

うふうに先ほどお答えさせていただきましたんで、

十分その辺は精査させていただきたいというふう

に考えとります。 

 それとあわせまして、通園バスの安全対策につい

ても取り組んでいきたいというふうに考えとりま

す。以上です。 

○分科会長（田中藤一郎） 幸木部長、どうぞ。 

○地域コミュニティ振興部長（幸木 孝雄） 特に今

日質問いただいてないのでないですけども、ただ、

今の例えば地域による差というのがあると思うん

ですが、ちょうど今、各コミュニティを毎晩回って

るんですけれども、お金というよりもやっぱりそれ
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ぞれの地域で課題違いますんで、それぞれに合った

課題解決を一緒に考えていくということで対応し

たいというふうに思ってます。 

○分科会長（田中藤一郎） 米田参事。 

○地域コミュニティ振興部参事（米田 紀子） うち

も補助金たくさん抱えておりまして、田中委員から

もご質問ありましたけれども、補助金受ける方に受

けやすいといいますか、申請しやすいような枠組み

といいますか、見直しは考えていきたいとは思って

おります。 

 それから総合体育館でご質問いただいたんです

けれども、長寿命化計画というのが一応８０年でつ

くっておりまして、８０年の間にこの今の６億円で

済むかということではないんですけれども、２０年、

３０年後には機械の耐用年数が来るものもござい

ますので、また予算化していかなければいけない部

分はあると思いますけれども、一応今回の大規模改

修で２０年ぐらいは、１０年の耐用年数のものもご

ざいますけれども、もつような修繕を考えておりま

す。耐久性を高めるために外壁ですとか屋根にもち

のいい塗り物、塗布剤というんですかね、塗るよう

なこととか、ランニングコストを抑えるような工夫

を修繕でしてまいりますので、しばらくはという思

いでおりますので、補足をさせていただきます。以

上です。（「谷岡参事からもあるで」と呼ぶ者あり） 

○分科会長（田中藤一郎） 谷岡参事。 

○健康福祉部参事（谷岡 慎一） 大きく２ついただ

きまして、生活支援については、いろんな意見があ

りまして、我々としてもかなり手が取られてるとこ

がありますので、ここは今ちょうどコロナも感染者

下がってるところありますから、ちょっと見直しを

させていただきたいと、そういう機会だなというふ

うに思っとります。 

 また、ワクチンの返納金について、なかなか難し

いところで、またモデルナの対応で、次の議案にも

出てきますので、そこはどうしても多めの形で予算

を組まざるを得ないということの事情については

ご理解いただけたらなと思っています。以上です。 

○分科会長（田中藤一郎） くれぐれも皆さん、市民

のためによろしくお願いしたいと思います。 

 そのほか質疑ございませんか。 

 義本委員。 

○委員（義本みどり） すみません。今、補助事業に

ついていろいろ思いを聞かせていただきまして、補

助事業というのは、やっぱり市民の方の幸せのため

にある事業だと思うんですが、すみません、太陽光

発電システムのところで、ごめんなさい、こだわっ

てて申し訳ないですけれども、太陽光発電システム

を欲しい方が自分で研究をされて健全な取引で購

入される分にはいいんですけれども、不意打ち性の

ある取引ですね、前回一般質問でもさせていただき

ましたけれども、知らないであまりよろしくない事

業者さんが入ってきてというところで、全額補助金

で出るわけではございませんので、欲しくもない、

必要もないものを買わされてしまって、高齢者の方

の生活を苦しめてしまうというようなことも後々

発生しないとも限りませんので、そこのところだけ

はくれぐれも、補助金やっぱり執行したいという思

い、国が進めてることですし、進めなければいけな

いけれども、やっぱり市民の方が幸せじゃないこと

に使われることにないようにだけはくれぐれもご

配慮よろしくお願いいたします。 

○分科会長（田中藤一郎） 意見でよろしいですか。 

○委員（義本みどり） 意見でいいです。 

○分科会長（田中藤一郎） では、よろしくお願いを

します。 

 それでは、質疑のほうを打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（田中藤一郎） 討論を打ち切ります。 

 お諮りいたします。本案は、原案どおり可決すべ

きものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（田中藤一郎） ご異議なしと認めます。

よって、第７３号議案は、原案どおり可決すべきも

のと決定しました。 

 次に、第９４号議案、令和４年度豊岡市一般会計

補正予算（第６号）を議題といたします。 
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 当局の説明を求めます。 

 宮本課長。 

○健康増進課長（宮本 和幸） それでは、追加議案

書の１５ページをお願いします。 

○分科会長（田中藤一郎） ちょっとお待ちください。

追加議案書。どうぞ。 

○健康増進課長（宮本 和幸） それでは、歳出のほ

うですが、２価のオミクロン株対応ワクチンの追加

接種について、初回接種、２回の接種が終わられた

方のうち１２歳以上の方が接種できるように所要

の改正が行われました。それと接種の実施期間も２

０２３年３月３１日までと延長されています。 

 市においても円滑に接種事務を行う必要がある

ことから、人件費、それから予防接種業務やコール

センター運営業務、会場借り上げ料など接種に係る

必要な経費を追加補正するものです。 

 次に、１２ページ、１３ページをお願いします。

１６款の国庫支出金については、新型コロナワクチ

ン接種に関する負担金と補助金になりまして、１０

分の１０の補助率になります。 

 ２２款諸収入については、豊岡市以外に住民票が

ある方の接種を豊岡市で実施したものの費用にな

ります。 

 説明は以上です。 

○分科会長（田中藤一郎） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（田中藤一郎） 討論を打ち切ります。 

 お諮りいたします。本案は、原案どおり可決すべ

きものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（田中藤一郎） ご異議なしと認めます。

よって、第９４号議案は、原案どおり可決すべきも

のと決定しました。 

 以上で委員会に付託、また分科会に分担されまし

た議案に対する審査は終了しました。 

 ここで委員の皆さん、当局職員の皆さんから、本

会議での報告案件議案の所管分についても含め、何

かありましたらご発言願います。ないですね。 

 それでは、報告事項のある課を除き当局職員の皆

さんは退席していただいて結構です。お疲れさまで

した。 

 分科会は暫時休憩します。 

    午前１１時３０分 分科会休憩 

──────────────────── 

    午前１１時３３分 委員会再開 

○委員長（田中藤一郎） それでは、おそろいになら

れましたので、委員会を再開します。 

 健康福祉部社会福祉課から報告事項があります

ので、お聞き取りください。 

 ひとり親以外の低所得者の子育て世帯生活支援

特別給付金の給付誤りについてでございます。 

 どうぞよろしくお願いします。 

○健康福祉部長（原田 政彦） 低所得の子育て世帯

生活支援特別給付金の支給誤りがありましたので、

それについて説明をさせていただきたいというふ

うに思います。 

 現在も低所得の子育て世帯に対しまして給付金

の給付を行っているとこでございますけれども、支

給対象者であります令和３年度及び令和４年度住

民税非課税者の抽出の際に誤りがあったために、支

給対象者でない者に誤って給付をしてしまいまし

た。 

 誤って支給した者が１０人、対象児童数が２５人、

誤って支給した額が１２５万円ということでござ

います。 

 このたびは誠に申し訳ございませんでした。心か

ら深くおわびを申し上げます。 

 それでは、内容につきましては、担当参事のほう

から説明をさせていただきます。 

○委員長（田中藤一郎） どうぞ。 

○社会福祉課参事（丸谷 祐二） よろしくお願いい

たします。私のほうからは、お手元の資料を順に説

明をさせていただきたいと思います。 

 今回の支給誤りの概要でございます。この支給し

ました給付金は、児童手当の受給者で、かつ当該年
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度の市県民税が非課税の者に対して給付する、支給

するということになっております。 

 （２）のところでございます。事例といたしまし

ては、２つの例がございました。件数につきまして

は、それぞれ表記しておるとおりでございます。 

 事例の１つ目といたしましては、市県民税の課税

者であったにもかかわらず誤って支給をしていた

という事例でございます。 

 もう１例が、イのところになります。一つの世帯

に２人の児童手当受給者がいる場合、その場合、そ

れぞれの方に給付金を支給するということになる

んですが、一方の非課税の受給者の方にその世帯に

ある児童の分を合算して支給をしていたという事

例でございます。こちらの件数が下記のとおりでご

ざいます。 

 この給付金につきましては、令和３年度と令和４

年度、それぞれ各年度で実施をしておりまして、令

和３年度の支給分でございますが、（３）の支給日

でございます令和３年の７月２１日、それから令和

４年度分につきましては今年の７月１４日にそれ

ぞれ本人の申請等を必要としないプッシュ支給と

いう形で支給をしております。 

 次のページ、２ページをご覧ください。今回この

誤支給が発見されました経緯でございます。 

 まず事例１、非課税の方に支給をしていた事例で

ございます。まず時系列でいいますとイのほうが先

になるんですが、令和４年度分の支給に関してでご

ざいます。この給付金は、４月現在に児童手当を受

け取っている受給者に対して支給をするというこ

とになっているんですけれども、それ以降に所得の

申告をして非課税に新たになられた方とか、逆に所

得が増える申告、修正申告等を行われて非課税から

課税になったというふうな方の場合には給付金を

お返しいただくということで、当初のプッシュ支給

後は逐一月々の異動の情報を確認をしながら給付

をするという形を取っております。その中で８月分

を確認しましたところ、当初からの市県民税の課税

者に対して支給をしているということが判明をい

たしました。これが９月の１２日でございます。 

 この結果を受けまして、改めて令和３年度分と令

和４年度分の全てのこの給付金の支給対象者、およ

そ２７０名から３００名程度でございます、これに

ついて調査をしましたところ、昨年支給しておりま

す令和３年度分につきましても１人の方に非課税

でない方に支給をしているということが判明をい

たしました。これが９月１４日のことでございます。 

 継続して調査をしております結果、事例の２でご

ざいます。９月１６日になりまして、一つの世帯に

２人の児童手当受給者がいる場合に、一方の受給者

の方、この方非課税の方なんですが、に児童の分を

合算して支給しているということが判明をいたし

ました。 

 続きまして、３の原因でございます。 

 まず、非課税者に支給をしてしまった事例１でご

ざいます。令和３年度の１件の分につきましては、

児童手当担当部署である市民課から給付金の担当

であります社会福祉課のほうに該当者のデータを

いただいているわけですが、その中に課税者のデー

タが混在していたということが原因となっており

ます。 

 それから令和４年度分、件数的には最も多い７件

の分でございますけれども、給与と給与以外の事業

所得等のある方の場合の市県民税の課税に関する

ことでございます。まず所得としては合算をして税

額の計算をするんですが、給与から天引きをする場

合に給与の所得が非常に些少で市県民税が控除で

きないというような場合、事業所得のほうから直接

本人さんに納めていただくような形態を取るとい

うことになります。その場合に給与に対しては課税

が発生していないことから、これを非課税者という

ふうに判定をして抽出をしたものということでご

ざいます。 

 それから事例の２つ目、１世帯の中に２人の支給

対象者があった場合なんですけれども、一つの世帯

の中に、今回１８歳以下の高校生の方も支給の対象

になっているということもございます。改めて２人

の、例えば高校生の妹さんがいて、お姉さんが子供

ができて親元の世帯に戻ってきたというような場
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合に、その小さい子供さんのいるお姉さんのほうに

妹さんの分も合算をする、そういったふうな事例で

ございます。それが原因であったということでござ

います。 

 それから今後の対応につきましては、現在９月１

６日から順次該当の方にはお電話で連絡をさせて

いただいて、それから直接出向きまして、経緯の説

明と謝罪を継続的に行っております。あわせて、本

給付金につきまして返還についてもお願いをして

いるところでございます。 

 それから一般の市民の方向けの広報なんですけ

れども、これから市のホームページを通じて経過の

報告を行い、謝罪をする予定でおります。 

 今後の再発防止策につきまして、まず市民課のほ

うからお願いできますか。 

○市民課長（恵後原孝一） 市民課のほうでは、デー

タ抽出を依頼するときに今回につきましては、非課

税者であって、その住民税非課税者の宛名コード提

供をお願いしますということで、今回のこの特別給

付金のことで必要になるので提供お願いしますと

いうふうな書き方はしてありましたけども、この非

課税者についてどういう抽出条件かというとこま

での詳しい出力条件書いておりませんでしたので、

今後は書くような形で依頼をしていきたいという

ふうに考えております。以上です。 

○委員長（田中藤一郎） どうぞ。 

○情報推進課長（中奥  実） 情報推進課としまし

ては、各種データ依頼があるんですけども、依頼者

に抽出データ、抽出結果のみではなくて、それまで

の作業手順等を渡すように手順の見直しを検討し

たいと考えております。 

 また、市民課からもあったんですけども、依頼を

受けたときに依頼者に抽出条件についてさらに詳

しく再確認を行っていきたいということで再発防

止に努めたいと思っとります。以上です。 

○社会福祉課参事（丸谷 祐二） ４ページになりま

すけれども、本件、今回の給付金の制度の概要につ

いて、あと４年度の支給の実績値について、こちら

のほうにお示しをしております。 

 国の制度として今回導入されております子育て

世帯への生活支援特別給付金の制度ですが、２の事

業内容の（２）のイのほうが今回の間違いを起こし

ました給付金の制度でございまして、（ア）のとこ

ろ、２６８名、令和４年度分ということで、現在の

ところ支給をしているものでございます。参考資料

としておつけをさせていただきます。大変申し訳あ

りませんでした。 

○委員長（田中藤一郎） 原田部長。 

○健康福祉部長（原田 政彦） ちょっと補足でござ

います。今後の対応のところで説明したとおりなん

ですけれども、今回のこういう事案を踏まえて、記

者会見という形で、記者クラブを通じて記者会見を

する方向で今検討というか、調整をしているとこで

ございます。早ければ明日、木曜日で、調整ができ

れば木曜日に記者会見をしていきたいというふう

に思っとります。 

 今回、今後の再発防止策のところで市民課と情報

推進課の今後の対応について善処するという話で

ございますけども、実は社会福祉課が今回ここ窓口

になっとりましたが、やはり社会福祉課のほうでも

もらったそのデータをチェックするということが

必要ではないのかなというふうに感じてはおりま

したけれども、ただ、やっぱりこれはＤＸという形

で、そこでデータを抽出してもらったやつをそれを

我々がまたそこでチェックするというのも、それは

やっぱり事務の都合上多大な負担になりますので、

そこは抽出する際にしっかりと条件を提示をして、

その条件を確認してもらうという、その行為が大変

必要だろうということで、特段この再発防止策のと

こに社会福祉課は付記してないというのはそうい

う理由でございますので、ちょっとご理解いただけ

たらなと思います。以上です。 

○委員長（田中藤一郎） 報告は終わりました。 

 報告に対しまして各委員の皆さんで特に質問等

があればお伺いします。（「間違いやすい形だな。

住民税非課税。済んでしまったけども」「いいです

か」と呼ぶ者あり） 

 どうぞ。 
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○委員（岡本 昭治） この件を聞かせていただいた

ときに委員長のほうからご提案があったというか、

こういう対処方法も考えてほしいということで、返

還していただくときのですね、それもちょっともう

やってますか。 

○委員長（田中藤一郎） 丸谷参事。 

○社会福祉課参事（丸谷 祐二） この給付金、誤っ

て給付をしておりますので、当然非は当方、豊岡市

のほうにあるということではございますが、ただ、

他方で、これはあくまでもお返しをいただかなけれ

ばいけない給付金でもございます。したがいまして、

担当者としてそれぞれのご家庭に足を運びまして

おわびをし、ご説明をした上でご理解をいただいて、

給付金の返還についても手続を進めていく予定に

しております。実際にこれまでお訪ねしたところで

も同様にご依頼をしてきております。 

 当然それぞれのご家庭の事情もいろいろござい

ますので、資料のとおり一番多いところで２５万円

という非常に高額の給付金を誤って支給しており

ますので、それぞれのご家庭の事情に十分に対応す

るような形でちゃんとした形でお返しいただける

ように、足を運んだり、お話をしたり、当然一度で

ということではなく、事情に合わせて分割で納めて

いただくことも考えて進めてまいりたいと思って

おります。大変申し訳ありませんでした。 

○委員長（田中藤一郎） 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） 確かに山口県の４，３００万

円じゃなくてよかったなということは思いながら

ですけど、逆に、２０万円とか５万円とか、細かい

金額で、プッシュ型いっておっしゃいましたわな、

申請しなくてもということで、非はこちらにあると

いうことは間違いないんで、後の処理が難しいなと

は思うんだけども、ともかく市側が悪いということ

できちっと低姿勢でやっぱし事情説明という形の

中で還付、返していただくという行動にしていただ

く必要があると思いますんで、ともかく低姿勢でき

ちっとお話をしていただくというとこは肝要だろ

うというふうに思いますんで、その辺はよくわきま

えておられましょうけども、よろしくお願いしたい

と思います。これ細かいほうが取りにくいんでな、

逆に。こういう、もらったほうは何も、入ってきて、

返せ、どういうことですかいって言われるでな、そ

れ。 

○委員長（田中藤一郎） 副委員長。 

○委員（岡本 昭治） すみません。今後の再発防止

策ということで、市民課と情報推進課とか健康福祉

の関係はそれでいいんですけども、こういうケース

って多分豊岡市の中では、市役所の中では多分いろ

いろあると思いますので、市の中で共有していただ

いて、こういう方法で全体を通してやっていくんだ

というようなことを徹底していただきたいなと思

ってます。 

○委員長（田中藤一郎） よろしくお願いします。 

 よろしいですか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（田中藤一郎） それでは、社会福祉課の皆

さん方につきましては、ここで退席していただいて

結構です。お疲れさまでした。 

 以上で報告事項は終わります。 

 委員会を暫時休憩します。 

    午前１１時５０分 委員会休憩 

──────────────────── 

    午前１１時５１分 分科会再開 

○分科会長（田中藤一郎） それでは、分科会を再開

します。 

 次に、協議事項２、意見・要望のまとめに入りま

す。 

 まず分科会意見・要望として、予算決算委員会に

報告すべき内容について協議いただきたいと思い

ます。 

 まず、昨日、審査を行いました第８３号議案に対

する分科会意見・要望について、正副委員長でまと

めた案文を配信しております。 

 まず、その案文についてご協議いただきたいと思

います。今飛んできてる。（「飛んできました」と

呼ぶ者あり）昨日もらったのが今飛んできておりま

す。 

 これでよければ。よろしいですか。 
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〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（田中藤一郎） そうしましたら、この案

文で確定させていただきたいと思います。よろしく

お願いします。 

 次に、本日審査を行いました第７３号議案並びに

第９４号議案（令和４年度一般会計補正予算）に対

する当分科会の意見・要望について協議いただきた

いと思います。 

 暫時休憩を行います。 

午前１１時５３分 分科会休憩 

──────────────────── 

午前１１時５４分 分科会再開 

○分科会長（田中藤一郎） それでは、分科会を再開

します。 

 副委員長。 

○委員（岡本 昭治） 福田委員のほうからお話が出

てました通園・通学バスにおける子供たちの安全対

策の徹底ということで意見をまとめていきたいと

思いますけど。 

○分科会長（田中藤一郎） そちらの方向でよろしい

でしょうか。（「ぜひお願いします」と呼ぶ者あり）

よろしいですか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（田中藤一郎） そのほか何かございます

か。 

 それでは、案文につきましては、また作りまして、

皆さんのほうに発信します。（「もう発信はよろし

いんで、お任せしますね」と呼ぶ者あり）ご確認の

ほどをよろしくお願いをいたします。 

 それでは、その分について分科会長報告の案文に

ついては、正副分科会長に一任を願いたいと思いま

すが、ご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（田中藤一郎） ご異議なしと認め、その

ように決定しました。 

 ここで分科会を閉会します。 

   午前１１時５５分 分科会閉会 

──────────────────── 

   午前１１時５５分 委員会再開 

○委員長（田中藤一郎） 次に、委員会意見・要望の

まとめに入ります。 

 当委員会の意見・要望として、委員長報告に付す

べき内容について協議いただきたいと思います。 

 本日の審査を行いました第７２号議案、こども支

援センター設置条例の一部改正及び第７４号議案

から第８０号議案までの各特別会計補正予算に対

する当委員会の意見・要望について協議いただきた

いと思います。 

 暫時休憩をします。 

午前１１時５５分 委員会休憩 

──────────────────── 

午前１１時５５分 委員会再開 

○委員長（田中藤一郎） それでは、委員会を再開し

ます。 

 意見・要望につきましては、特になしということ

でよろしいでしょうか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（田中藤一郎） 特になしということにしま

す。 

 それでは、委員長報告の案文につきましても正副

委員長に一任願いたいと思いますが、ご異議ありま

せんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（田中藤一郎） ご異議なしと認め、そのよ

うに決定しました。 

 続きまして、次に、協議事項３、閉会中の継続調

査の申出についてを議題といたします。 

 議長に対して、委員会重点調査事項を閉会中の継

続調査事項として申し出たいと思いますが、これに

ご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（田中藤一郎） ご異議なしと認め、そのよ

うに決定しました。 

 次は、協議事項４、その他ですが、管外行政視察

について協議したいと思います。 

 ２０２２年度管外視察について、次第のところの

日程で予定しております。視察先の質問事項につき

ましては、事前に委員の皆さんからいただいた質問
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事項を質問事項まとめとして発信しております。 

 この質問事項等についてご意見いただければと

思います。 

 暫時休憩します。 

午前１１時５７分 委員会休憩 

──────────────────── 

午前１１時５７分 委員会再開 

○委員長（田中藤一郎） それでは、委員会を再開し

ます。 

 管外視察の質問事項のまとめにつきまして、今お

配りしました質問事項でいかせていただきたいと

いうふうな形でお願いしたと思います。 

 最終的には正副委員長にご一任いただければと

思いますが、ご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（田中藤一郎） ご異議がないようですので、

そのように決定しました。 

 近日中に各視察先に正式な依頼文書とともに質

問事項を送付したいと思います。 

 管外視察日程につきましては、今後、先方と調整

しながら詳細を検討し、確定し次第皆さんにご連絡

したいと思いますので、よろしくお願いします。 

 この件につきましては、この程度でとどめたいと

思います。 

 こちらのほう、これちょっと見てもらえますか。

管外視察。 

 暫時休憩します。 

午前１１時５９分 委員会休憩 

──────────────────── 

午後０時０３分 委員会再開 

○委員長（田中藤一郎） それでは、委員会を再開し

ます。 

 視察先のことにつきましては、こちらのほうのペ

ーパー、行程表をご覧いただいて、また変更等々が

ございましたらご連絡させていただきたいと思い

ます。 

 以上で本日予定しておりました協議事項は全て

終了いたしましたが、この際、委員の方から何かご

意見などありますか。（発言する者あり） 

 視察研修における留意点について何か。 

 何か留意点。ちょっと説明。 

 暫時休憩します。 

午後０時０３分 委員会休憩 

──────────────────── 

午後０時０５分 委員会再開 

○委員長（田中藤一郎） それでは、委員会を再開し

ます。 

 再度、以上をもちまして本日予定しておりました

協議事項は全て終了しましたが、この際、委員の皆

さんから何かご意見がありますか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（田中藤一郎） なしということです。 

 以上をもちまして文教民生委員会を閉会いたし

ます。お疲れさまでした。 

午後０時０６分 委員会閉会 

──────────────────── 

 


